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報告書報告書

◆◆ 第第11章章 温泉熱利用ポテンシャル調査の目的温泉熱利用ポテンシャル調査の目的 スライド番号スライド番号 11

◆◆ 第第22章章 大鰐町の温泉熱利用特性調査大鰐町の温泉熱利用特性調査 スライド番号スライド番号 22～～1199

◆◆ 第第33章章 大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価 スライド番号スライド番号 2020～～3030

◆◆ 第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 スライド番号スライド番号 3131～～4949

◆◆ 第第55章章 温泉熱利用設備導入に向けたシステムの提案温泉熱利用設備導入に向けたシステムの提案 スライド番号スライド番号 5050～～5959

◆◆ 第第66章章 温泉熱利用をめぐる動向調査温泉熱利用をめぐる動向調査 スライド番号スライド番号 6060～～6565

◆◆ 第第77章章 温泉熱利用設備の導入促進にむけた方策温泉熱利用設備の導入促進にむけた方策 スライド番号スライド番号 6666～～6767



調査目的および調査フロー調査目的および調査フロー
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第第11章章 温泉熱利用ポテンシャル調査の目的温泉熱利用ポテンシャル調査の目的

① 現状調査
→ 文献による地質構造調査
→ 実地調査による町内温泉地の把握
→ アンケート調査による現状およびニーズ把握

①① 現状調査現状調査
→→ 文献による地質構造調査文献による地質構造調査
→→ 実地調査による町内温泉地の把握実地調査による町内温泉地の把握
→→ アンケート調査による現状およびニーズ把握アンケート調査による現状およびニーズ把握

② 温泉熱利用ポテンシャル評価
→ 需要ポテンシャル評価
→ 供給ポテンシャル評価
→ 総合評価

②② 温泉熱利用ポテンシャル評価温泉熱利用ポテンシャル評価
→→ 需要ポテンシャル評価需要ポテンシャル評価
→→ 供給ポテンシャル評価供給ポテンシャル評価
→→ 総合評価総合評価

③ 実証試験調査
→ 町内3施設における実証試験の実施
→ 試験結果による効果，環境性等の検証

③③ 実証試験調査実証試験調査
→→ 町内町内33施設における実証試験の実施施設における実証試験の実施
→→ 試験結果による効果，環境性等の検証試験結果による効果，環境性等の検証

④ 最適システム検討・提案
→ 地域特性を考慮した事業モデルの構築
→ イニシャルコストおよびランニングコストの評価
→ 環境性評価の実施

④④ 最適システム検討・提案最適システム検討・提案
→→ 地域特性を考慮した事業モデルの構築地域特性を考慮した事業モデルの構築
→→ イニシャルコストおよびランニングコストの評価イニシャルコストおよびランニングコストの評価
→→ 環境性評価の実施環境性評価の実施

⑤ 温泉熱利用をめぐる動向
および導入促進に向けた方策検討

⑤⑤ 温泉熱利用をめぐる動向温泉熱利用をめぐる動向

および導入促進に向けた方策検討および導入促進に向けた方策検討

⑥ 報告書取りまとめ⑥⑥ 報告書取りまとめ報告書取りまとめ

第1回委員会第第11回委員会回委員会

第2回委員会第第22回委員会回委員会

先進地視察
第3回委員会
先進地視察先進地視察
第第33回委員会回委員会

第4回委員会第第44回委員会回委員会

本事業は青森県が総務省
から「緑の分権改革」推進
事業として委託を受けた業
務の一部を大鰐町が再委託
を受けて実施するもので、
町内の温泉地で、源泉の余
熱や排湯熱を共同で活用す
る最適なシステム構築に必
要な調査を行い、その事業
化手法を検討し、更に、調
査結果に基づき3箇所（旅
館・ホテル・公共施設等）
を選定して温泉熱利用シス
テムを導入する実証調査に
より、効果や課題等を検証
するものです。



地域特性（地理的・地形的条件）地域特性（地理的・地形的条件）
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第第22章章 大鰐町の温泉熱利用特性調査大鰐町の温泉熱利用特性調査 2.12.1 地域特性地域特性

大鰐町は、北緯40度30分56秒、東
経140度34分18秒の青森県津軽地方の
南端に位置し、県都青森市から約50キ
ロ、北～西側は弘前市、東側は平川市
（旧平賀町・尾上町・碇ケ関村）、南側
は秋田県に接しています。

町の総面積は163.4km2と広大であり、
町南部は奥羽山脈の北端にあたり、西股
山（標高954m）を最高峰として阿闍羅
山、毛無山、三ツ森山、孫左ヱ門山など
700～900m級の緑豊かな山々が三方
に連なり、総じて起伏の多い地形条件下
にあります。

山岳地帯から北部に向かって傾斜し、
津軽平野につながりますが、平地は、三
ツ目内川、虹貝川、そしてこれらが合流
する平川などの流域に形成された沖積地
や河岸段丘にわずかに開け、農用地や住
宅地等が形成され、その面積は町全体の
1割程度と土地利用上の制約の大きい条
件下にあります

大鰐町位置図

 田, 2.7% 畑, 7.5% 草地, 0.2%

宅地, 1.7%

国有林, 47.2%

民有林, 31.9%

その他, 8.9%

土地利用の状況（平成12年度）



地域特性（社会的条件）地域特性（社会的条件）

33
第第22章章 大鰐町の温泉熱利用特性調査大鰐町の温泉熱利用特性調査 2.12.1 地域特性地域特性

・人口は平成2年～平成15年
で2,353人減少しており、一貫
した減少傾向が続いたまま推移
しています。
・世帯数は人口減少幅と比べる
と緩やかな減少傾向にあります。
・世帯当たりの人員は近年では
高齢のみの世帯や高齢者のひと
り暮らし世帯の増加が顕著に進
んでいます。
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・進出企業の撤退や地場産業の
低迷を背景とする若年層などの
人口流出傾向 にあります。
・町民の3.6人に1人が高齢者で
占めています。

人口と世帯数の推移

年齢3区分別人口の推移



地域特性（地域産業の状況）地域特性（地域産業の状況）
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第第22章章 大鰐町の温泉熱利用特性調査大鰐町の温泉熱利用特性調査 2.12.1 地域特性地域特性

第第11次産業の人口は平成次産業の人口は平成22
年の年の2,3102,310人から平成人から平成1212年年
にはには1,6101,610人にまで人にまで700700人人
の減少となっています。の減少となっています。

第第22次産業では、企業誘致次産業では、企業誘致
施策により堅調な伸びを示施策により堅調な伸びを示
していたものが、景気低迷していたものが、景気低迷
による企業の撤退を背景にによる企業の撤退を背景に
平成平成22年の年の1,6891,689人を境に人を境に
減少に転じ、平成減少に転じ、平成1212年では年では
1,6071,607人となっております。人となっております。

第第33次産業においては、バ次産業においては、バ
ブル経済崩壊以降の入り込ブル経済崩壊以降の入り込
み客数の減少、また、町内み客数の減少、また、町内
の購買力低下や町外流出なの購買力低下や町外流出な
どから、平成どから、平成77年の年の3,6153,615
人をピークとして減少に転人をピークとして減少に転
じ、平成じ、平成1212年現在では年現在では
3,3843,384人となっています。人となっています。

産業別就業人口の推移産業別就業人口の推移
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地質構造地質構造(1)(1)
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第第22章章 大鰐町の温泉熱利用特性調査大鰐町の温泉熱利用特性調査 2.22.2 地質構造地質構造

八甲田地熱地域の八甲田地熱地域のLandsatLandsat MSSMSS画像画像
（村岡ほか，（村岡ほか，19911991））

八甲田地熱地域におけるカルデラと温泉分布図（村岡・上田八甲田地熱地域におけるカルデラと温泉分布図（村岡・上田,1991,1991））

  

弘前 

青森 

沖浦カルデラ 

八甲田カルデラ

十和田カルデラ
碇ヶ関カルデラ

  

弘前 

青森 

沖浦カルデラ 

八甲田カルデラ 

十和田カルデラ 

碇ヶ関カルデラ

湯ノ沢カルデラ 

八甲田地熱地域の衛星画像判読図八甲田地熱地域の衛星画像判読図
（村岡ほか，（村岡ほか，19911991））



地質構造地質構造(2)(2)
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第第22章章 大鰐町の温泉熱利用特性調査大鰐町の温泉熱利用特性調査 2.22.2 地質構造地質構造

大鰐周辺地質図（村岡・長谷大鰐周辺地質図（村岡・長谷, 1990, 1990））

  
沖積層 a 砂・礫

十和田カルデラ期 十和田軽石流堆積物 T 軽石凝灰岩

大鰐湖成層 W 礫・砂・シルト

更新世前期 沖浦カルデラ期 青荷層 Il 軽石凝灰岩

阿闍羅山安山岩 Il 安山岩溶岩

碇ヶ関カルデラ期 碇ヶ関層 Ik シルト岩，砂岩及び礫岩

虹貝凝灰岩 It 軽石凝灰岩

三ツ森安山岩 M 安山岩

湯ノ沢カルデラ期 尾平山凝灰岩 Yw, Ym 流紋岩軽石凝灰岩

貫入岩 Ab 玄武岩

温湯層 Ns, Nt 火山角礫岩，シルト岩及び泥岩

板留層 Th1, Ts, Th2,Tp シルト岩，凝灰岩，安山岩，シルト岩，軽石凝灰岩

凡　　　　例

更新世後期

鮮新世

中新世

新第三紀

第四紀

 大鰐温泉 



源泉ならびに実地調査地点源泉ならびに実地調査地点

公民館源泉公民館源泉

石原源泉石原源泉

青柳青柳33号源泉号源泉、、青柳配湯所青柳配湯所

赤湯赤湯22号源泉号源泉

植田植田33号源泉号源泉

萢頭源泉萢頭源泉、、萢頭配湯所萢頭配湯所

地域交流センター鰐地域交流センター鰐comecome

大鰐町中央公民館大鰐町中央公民館

大鰐町総合福祉センター大鰐町総合福祉センター

駅前配湯所駅前配湯所

77
資料資料2.32.3 実証試験調査実証試験調査

ヤマニ分館ヤマニ分館

大鰐病院大鰐病院

錦水錦水

不二やホテル不二やホテル

ヤマニ仙遊館ヤマニ仙遊館

 赤：配湯所 

緑：源泉 

青：実地調査箇所 



大鰐温泉系統図大鰐温泉系統図
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資料資料2.32.3 実証試験調査実証試験調査

 

夏夏700700㍑㍑/min/min、冬、冬800800㍑㍑/min/min

貯湯槽貯湯槽(135t)(135t)
500.0500.0㍑㍑/min/min××71.571.5℃℃

100t100t××11基基 35t35t××11基基

青柳青柳33号源泉号源泉
揚湯量揚湯量780780㍑㍑/min/min××71.571.5℃℃

赤湯源泉赤湯源泉
揚湯量揚湯量380380㍑㍑/min/min××66.166.1℃℃

33件利用件利用

43.643.6㍑㍑/min/min××59.559.5℃℃

植田植田33号源泉号源泉
揚湯量揚湯量110110㍑㍑/min/min××60.060.0℃℃

②湯川原配湯ポンプ②湯川原配湯ポンプ

①湯川原配湯ポンプ①湯川原配湯ポンプ

①蔵館配湯ポンプ①蔵館配湯ポンプ

3t3t受湯槽受湯槽②駅前送湯ポンプ②駅前送湯ポンプ

戻り戻り350350㍑㍑/min/min××65.065.0℃℃往き往き900900㍑㍑/min/min××70.070.0℃℃

150150㍑㍑/min/min××71.571.5℃℃

駅前貯湯槽駅前貯湯槽
12t12t

山荘送湯ポンプ山荘送湯ポンプ

駅前地区送湯ポンプ駅前地区送湯ポンプ

7575㍑㍑/min/min××70.070.0℃℃

200200㍑㍑/min/min××70.070.0℃℃

公民館源泉公民館源泉((冬季のみ、冬季のみ、H22H22使用予定なし）使用予定なし）

揚湯量揚湯量8080～～9090㍑㍑/min/min

山荘中継所山荘中継所

貯湯槽貯湯槽

もやし施設もやし施設(5.8(5.8㍑㍑/min)/min)

地域交流センター地域交流センター
(70(70㍑㍑/min)/min)

萢頭源泉萢頭源泉
揚湯量揚湯量120120～～130130㍑㍑/min/min 貯湯槽貯湯槽5t5t

特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム
(2.4(2.4㍑㍑/min)/min)

錦水錦水
(34.2(34.2㍑㍑/min)/min)

送湯ポンプ送湯ポンプ

駅前地区駅前地区

荻の湯荻の湯 大湯大湯 大鰐町立病院大鰐町立病院
大鰐町総合大鰐町総合
福祉センター福祉センター

石原源泉石原源泉
150150㍑㍑/min/min

蔵館地区蔵館地区
県道金坂線及び県道金坂線及び
ループ歩道融雪ループ歩道融雪

青柳配湯所青柳配湯所

駅前配湯所駅前配湯所

湯野川原地区湯野川原地区

萢頭配湯所萢頭配湯所

7575㍑㍑/min/min××65.065.0℃℃



源泉調査源泉調査(1)(1)
99

資料資料2.32.3 実証試験調査実証試験調査 2.3.12.3.1 源泉調査源泉調査

公民館源泉公民館源泉

大鰐町立公民館の館内にある源泉です。大鰐町立公民館の館内にある源泉です。
源泉には出力源泉には出力3.7KW3.7KWの水中揚湯ポンプを設の水中揚湯ポンプを設
置しています。揚湯した温泉は駅前配湯所置しています。揚湯した温泉は駅前配湯所
に送っています。揚湯量は約に送っています。揚湯量は約8080㍑㍑/min/min、、
送湯温度は送湯温度は6161℃℃となっています。となっています。

石原源泉機械室外観石原源泉機械室外観

本源泉は昭和本源泉は昭和4040年に掘削された温泉井で、年に掘削された温泉井で、
掘削深度は深度掘削深度は深度98.5m98.5m、、150A150Aのケーシンのケーシン
グパイプで仕上げています。石原源泉ではグパイプで仕上げています。石原源泉では
冬季間のみ揚湯を行い、揚湯した温泉は青冬季間のみ揚湯を行い、揚湯した温泉は青
柳配湯所に送湯しています。石原源泉の揚柳配湯所に送湯しています。石原源泉の揚
湯量は湯量は150150㍑㍑/min/minとなっています。となっています。



源泉調査源泉調査(2)(2)
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資料資料2.32.3 実証試験調査実証試験調査 2.3.12.3.1 源泉調査源泉調査

赤湯源泉赤湯源泉 坑口ピット坑口ピット

本源泉は昭和本源泉は昭和6262年に掘削された温泉井で、年に掘削された温泉井で、
掘削深度は掘削深度は100m100m、、200A200Aのケーシングパのケーシングパ
イプで仕上げています。赤湯温泉の井戸にイプで仕上げています。赤湯温泉の井戸に
は出力は出力5.5KW5.5KWの水中揚湯ポンプを設置しての水中揚湯ポンプを設置して
います。青柳配湯所のタンク水位により揚います。青柳配湯所のタンク水位により揚
湯ポンプが稼動して青柳配湯所に送湯して湯ポンプが稼動して青柳配湯所に送湯して
います。います。

植田植田33号源泉号源泉

本源泉は昭和本源泉は昭和6262年に掘削された温泉井で、年に掘削された温泉井で、
掘削深度は掘削深度は100m100m、、125A125Aのケーシングパのケーシングパ
イプで仕上げています。植田イプで仕上げています。植田33号源泉から号源泉から
は青柳配湯所および近接する温泉使用者へは青柳配湯所および近接する温泉使用者へ
の配湯をしています。植田の配湯をしています。植田33号源泉の揚湯号源泉の揚湯
量は約量は約110110㍑㍑/min/min、源泉温度は約、源泉温度は約6060℃℃とと
なっています。なっています。



源泉調査（３）源泉調査（３）
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資料資料2.32.3 実証試験調査実証試験調査 2.3.12.3.1 源泉調査源泉調査

萢頭萢頭源泉源泉 坑口ピット坑口ピット

本源泉は昭和本源泉は昭和5959年に掘削された温泉井で、年に掘削された温泉井で、
掘削深度は掘削深度は550m550m、、150A150Aのケーシングパのケーシングパ
イプが設置されています。揚湯した温泉はイプが設置されています。揚湯した温泉は
同じ敷地内の萢頭配湯所の貯湯タンクに送同じ敷地内の萢頭配湯所の貯湯タンクに送
湯しています。萢頭源泉の揚湯量は約湯しています。萢頭源泉の揚湯量は約120120
㍑㍑/min/min、源泉温度は約、源泉温度は約6767℃℃となっていまとなっていま
す。す。

青柳青柳33号源泉号源泉

青柳青柳33号源泉は大鰐温泉で一番の揚湯量号源泉は大鰐温泉で一番の揚湯量
が豊富な源泉です。青柳が豊富な源泉です。青柳33号源泉は昭和号源泉は昭和5959
年に掘削された温泉井で掘削深度は年に掘削された温泉井で掘削深度は89m89m、、
200A200A～～250A250Aのケーシングパイプが設置のケーシングパイプが設置
されています。揚湯した源泉は同じ敷地内されています。揚湯した源泉は同じ敷地内
の青柳配湯所の貯湯タンクに送湯していまの青柳配湯所の貯湯タンクに送湯していま
す。青柳す。青柳33号源泉の揚湯量は、夏季は号源泉の揚湯量は、夏季は700700
㍑㍑、冬季は、冬季は800800㍑㍑/min/min、源泉温度は、源泉温度は
74.574.5℃℃となっています。となっています。



青柳配湯所青柳配湯所
1122

資料資料2.32.3 実証試験調査実証試験調査 2.3.22.3.2 配湯所配湯所

萢頭萢頭源泉源泉 坑口ピット坑口ピット

青柳配湯所から蔵館地区、湯野川原地区ならびに駅前配湯所に温泉を送湯して青柳配湯所から蔵館地区、湯野川原地区ならびに駅前配湯所に温泉を送湯して
います。蔵館地区への送湯量は約います。蔵館地区への送湯量は約250250㍑㍑/min/min（温泉温度（温泉温度7070℃℃）、使用しなかっ）、使用しなかっ
た温泉の青柳配湯所への戻りは約た温泉の青柳配湯所への戻りは約7070㍑㍑/min/minとなっています。となっています。

湯野川原地区への送湯量は約湯野川原地区への送湯量は約900900㍑㍑/min/min（温泉温度（温泉温度7070℃℃）、使用しなかった）、使用しなかった
温泉の青柳配湯所への戻りは約温泉の青柳配湯所への戻りは約350350㍑㍑/min/min（温泉温度（温泉温度6565℃℃）。駅前配湯所には）。駅前配湯所には
約約150150㍑㍑/min/minで送湯しています。で送湯しています。

青柳配湯所の貯湯タンク（青柳配湯所の貯湯タンク（100t100t××11基、基、35t35t××11基）に入る源泉は青柳基）に入る源泉は青柳33号源号源
泉（揚湯量：夏季泉（揚湯量：夏季700700㍑㍑/min/min、冬季、冬季800800㍑㍑/min/min）赤湯源泉（揚湯量：約）赤湯源泉（揚湯量：約370370
㍑㍑/min/min、青柳配湯所のタンクレベルでポンプ稼動）、植田、青柳配湯所のタンクレベルでポンプ稼動）、植田33号源泉（揚湯量：約号源泉（揚湯量：約
110110㍑㍑/min/min）、石原源泉（揚湯量：約）、石原源泉（揚湯量：約150150㍑㍑/min/min）となっています。）となっています。

青柳配湯所（左：全景、右：貯湯タンク青柳配湯所（左：全景、右：貯湯タンク(100t)(100t)））



駅前配湯所駅前配湯所
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資料資料2.32.3 実証試験調査実証試験調査 2.3.22.3.2 配湯所配湯所

駅前配湯所からは地域交流センター鰐駅前配湯所からは地域交流センター鰐comecomeを含む駅前地区ならびに山荘中継を含む駅前地区ならびに山荘中継
所に配湯をしています。駅前配湯所からの送湯量は駅前地区に約所に配湯をしています。駅前配湯所からの送湯量は駅前地区に約240240㍑㍑/min/min
（温泉温度：約（温泉温度：約6060℃℃）、使用されなかった温泉の駅前配湯所への戻りは約）、使用されなかった温泉の駅前配湯所への戻りは約150150
㍑㍑/min/minとなっています。山荘中継所にも約となっています。山荘中継所にも約7575㍑㍑/min/minで送湯を行っており、山で送湯を行っており、山
荘中継所からは温泉もやし施設などへ配湯しています。荘中継所からは温泉もやし施設などへ配湯しています。

駅前配湯所の貯湯タンク（駅前配湯所の貯湯タンク（12t12t××11基）に入る源泉は公民館源泉ならびに青柳基）に入る源泉は公民館源泉ならびに青柳
33号源泉となっています。号源泉となっています。

駅前配湯所（左：貯湯タンク、右：ポンプ室）駅前配湯所（左：貯湯タンク、右：ポンプ室）

 



萢頭配湯所萢頭配湯所
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資料資料2.32.3 実証試験調査実証試験調査 2.3.22.3.2 配湯所配湯所

萢頭配湯所は大鰐温泉の中では最も標高の高い位置にあり、近接する温泉施設萢頭配湯所は大鰐温泉の中では最も標高の高い位置にあり、近接する温泉施設
や特別養護老人ホームへ配しています。萢頭源泉より揚湯した温泉をや特別養護老人ホームへ配しています。萢頭源泉より揚湯した温泉を5t5tの貯湯の貯湯
タンクに貯めて約タンクに貯めて約120120㍑㍑/min/minで配湯しています。萢頭配湯所では循環方式ではで配湯しています。萢頭配湯所では循環方式では
なく各施設への直接配湯となっています。なく各施設への直接配湯となっています。

萢頭配湯所（ポンプ室）萢頭配湯所（ポンプ室）



ヤマニ仙遊館ヤマニ仙遊館
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資料資料2.32.3 実証試験調査実証試験調査 2.3.32.3.3 温泉熱利用施設温泉熱利用施設

ヤマニ仙遊館では、高温の温泉を有効活用するため、貯湯タンクに入る前の温泉ヤマニ仙遊館では、高温の温泉を有効活用するため、貯湯タンクに入る前の温泉
を館内の一部床暖房と融雪に利用しています。貯湯タンクに入る温度は約を館内の一部床暖房と融雪に利用しています。貯湯タンクに入る温度は約5555℃℃にに
なるとのことです。浴槽には源泉賭け流しで温泉を使用しています。なるとのことです。浴槽には源泉賭け流しで温泉を使用しています。

ヤマニ仙遊館では温泉を夏季は約ヤマニ仙遊館では温泉を夏季は約1515㍑㍑/min/min、冬場は約、冬場は約3030㍑㍑/min/minを使用していを使用してい
ます。ます。

ヤマニ仙遊館（上；外観、下：浴室）ヤマニ仙遊館（上；外観、下：浴室）

 



南津軽南津軽 錦水錦水（平成（平成2323年年44月より「星野リゾート月より「星野リゾート 泉泉 津軽」に名称変更）津軽」に名称変更）
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資料資料2.32.3 実証試験調査実証試験調査 2.3.32.3.3 温泉熱利用施設温泉熱利用施設

温泉の使用量は温泉の使用量は1,6001,600～～2,000m2,000m33//月、貯湯槽に井戸水を混合して約月、貯湯槽に井戸水を混合して約4040℃℃で大で大
浴場に温泉を送っています。使用した温泉は機械室の下にある排湯槽にいったん貯浴場に温泉を送っています。使用した温泉は機械室の下にある排湯槽にいったん貯
められますが排湯を捨てる前に熱交換をおこない約められますが排湯を捨てる前に熱交換をおこない約1,000m1,000m22の融雪が行われていの融雪が行われてい
ます。ます。

南津軽南津軽 錦水（左：外観、右：融雪用ヘッダー）錦水（左：外観、右：融雪用ヘッダー）



アンケートのねらいアンケートのねらい
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資料資料2.32.3 実証試験調査実証試験調査 2.42.4 アンケート調査アンケート調査

(1) (1) アンケートのねらいアンケートのねらい
大鰐温泉を利用している町民及び事業所での温泉熱エネルギーに関する大鰐温泉を利用している町民及び事業所での温泉熱エネルギーに関する

意識・取り組みとエネルギーの使用状況を調査し、温泉熱利用ポテンシャ意識・取り組みとエネルギーの使用状況を調査し、温泉熱利用ポテンシャ
ル調査策定のための基礎資料とします。また、本アンケートを行うことにル調査策定のための基礎資料とします。また、本アンケートを行うことに
より、町民・事業者に対する温泉熱エネルギー利用の啓発と町の取り組みより、町民・事業者に対する温泉熱エネルギー利用の啓発と町の取り組み
姿勢のアピールに役立てることを考慮しました。姿勢のアピールに役立てることを考慮しました。

(2) (2) アンケート方法等アンケート方法等
○○ アンケート対象：温泉契約者（町民、事業所）アンケート対象：温泉契約者（町民、事業所）
○○ アンケート方法：郵送による配布・回収アンケート方法：郵送による配布・回収
○○ アンケート実施時期：平成アンケート実施時期：平成2222年年1010月中旬発送、月中旬発送、1010月月2929日を回答期日を回答期

限とした。限とした。
○○ アンケート回収数：アンケート回収数：6464件（発送数：件（発送数：9898（全温泉契約者）、回収率：（全温泉契約者）、回収率：

65.0%65.0%））



町民向けアンケート集計結果町民向けアンケート集計結果
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資料資料2.32.3 実証試験調査実証試験調査 2.4.22.4.2 アンケート結果アンケート結果

温 泉 熱 エ ネ ル温 泉 熱 エ ネ ル
ギーへの関心はギーへの関心は
高く高く、、利用方法利用方法
としては、暖房としては、暖房
と融雪で大多数と融雪で大多数
を占めています。を占めています。

回答数 比率
暖房 5 33.3%
給湯 6 40.0%
融雪 4 26.7%
農業暖房 0 0.0%
その他 0 0.0%
合計 15 100%

27%

0%

0%

33%

40%

0% 50% 100%

暖房

給湯

融雪

農業暖房

その他

回答数 比率
はい 25 73.5%
いいえ 9 26.5%
合計 34 100%

73.5%

26.5% はい

いいえ

温泉熱エネルギー導入数および利用方法温泉熱エネルギー導入数および利用方法

温泉熱エネルギーを利用したいかどうか？温泉熱エネルギーを利用したいかどうか？

回答数 比率
暖房 17 42.5%
給湯 3 7.5%
融雪 18 45.0%
農業暖房 2 5.0%
その他 0 0.0%
合計 40 100%

45.0%

5.0%

0.0%

7.5%

42.5%

0% 50% 100%

暖房

給湯

融雪

農業暖房

その他

温泉熱エネルギーの利用方法について温泉熱エネルギーの利用方法について

導入されている導入されている
家庭についての家庭についての
温泉熱の利用方温泉熱の利用方
法については、法については、
暖房、給湯、融暖房、給湯、融
雪が多い。雪が多い。



事業所向けアンケート集計結果事業所向けアンケート集計結果
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資料資料2.32.3 実証試験調査実証試験調査 2.4.22.4.2 アンケート結果アンケート結果

温泉熱エネルギーの利用している事業所で用途としては暖房や給温泉熱エネルギーの利用している事業所で用途としては暖房や給
湯の割合が高いという結果となりました。今後温泉熱エネルギーを湯の割合が高いという結果となりました。今後温泉熱エネルギーを
導入する場合は融雪での利用を考えているという割合が導入する場合は融雪での利用を考えているという割合が88割と高い割と高い
結果となりました結果となりました 。。

温泉熱エネルギーの利用方法について温泉熱エネルギーの利用方法について

回答数 比率
暖房 4 36.4%
給湯 5 45.5%
融雪 2 18.2%
農業暖房 0 0.0%
その他 0 0.0%
合計 11 100%

18.2%

0.0%

0.0%

36.4%

45.5%

0% 50% 100%

暖房

給湯

融雪

農業暖房

その他



温泉熱利用ポテンシャル評価手法温泉熱利用ポテンシャル評価手法
2020

第第33章章 大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価 3,13,1評価手法評価手法

アンケート集計結果における温泉熱利用希望者比率および用途別比率に基づいて，各用途（暖アンケート集計結果における温泉熱利用希望者比率および用途別比率に基づいて，各用途（暖

房，給湯，融雪，農業暖房）の需要ポテンシャルを推定します。房，給湯，融雪，農業暖房）の需要ポテンシャルを推定します。

Step.1Step.1：需要ポテンシャル評価の実施：需要ポテンシャル評価の実施

現状の温泉供給量（夏期：約現状の温泉供給量（夏期：約850L/min850L/min，冬期：約，冬期：約1,250L/min1,250L/min）と源泉温度（約）と源泉温度（約7070℃℃）を基に，供給）を基に，供給

ポテンシャルとしてカスケード利用（浴用，暖房，給湯，融雪）を想定し，評価を行います。ポテンシャルとしてカスケード利用（浴用，暖房，給湯，融雪）を想定し，評価を行います。

また，アンケート集計結果における現在の温泉熱利用の用途別比率に基づいて，現状使用されまた，アンケート集計結果における現在の温泉熱利用の用途別比率に基づいて，現状使用され

ている熱量を推定します。ている熱量を推定します。

Step.2Step.2：供給ポテンシャル評価の実施：供給ポテンシャル評価の実施

Step.1Step.1およびおよび22の評価結果より，需要ポテンシャルに対する供給ポテンシャル比率や，供給ポテの評価結果より，需要ポテンシャルに対する供給ポテンシャル比率や，供給ポテ

ンシャルに対する現状の温泉利用熱量比率についてまとめます。ンシャルに対する現状の温泉利用熱量比率についてまとめます。

Step.3Step.3：需要と供給ポテンシャル双方からの総合評価：需要と供給ポテンシャル双方からの総合評価



アンケート集計結果および世帯数の定義についてアンケート集計結果および世帯数の定義について
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第第33章章 大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価 3,23,2需要ポテンシャル調査需要ポテンシャル調査

◆◆ 温泉熱利用温泉熱利用 希望者希望者比率比率についてについて

設問内容：温泉熱エネルギーを利用したいと思いますか？設問内容：温泉熱エネルギーを利用したいと思いますか？

回答数

家庭 事業所 合計

暖房 17 9 26 37.7 %

給湯 3 4 7 10.1 %

融雪 18 16 34 49.3 %

農業暖房 2 0 2 2.9 %

その他 0 0 0 0.0 %

合計 40 29 69 100.0 %

用途
回答数

家庭 事業所 合計

はい 25 16 41 78.8 %

いいえ 9 2 11 21.2 %

合計 34 18 52 100.0 %

用途

アンケート集計結果の確認アンケート集計結果の確認

◆◆ 温泉熱利用温泉熱利用 用途別比率用途別比率についてについて

設問内容：どのような利用をしたいと思いますか？設問内容：どのような利用をしたいと思いますか？

需要ポテンシャル評価における世帯数の定義需要ポテンシャル評価における世帯数の定義

項目 単位 数値 備考

人口 人 13,016 2003年 大鰐町勢要覧 資料編 p.2 より

世帯数 世帯 4,304 〃

平均世帯人員 人/世帯 3.02 人口÷世帯数

事業所数 事業所 167 2003年 大鰐町勢要覧 資料編 p.9 より

従業者数 人 647 〃

平均事業所人員 人/事業所 3.87 従業者数÷事業所数

事業所数の世帯数換算値 世帯 214 事業所数×（平均事業所人員÷平均世帯人員）

合計世帯数換算値 世帯 4,518 世帯数＋事業所数の世帯数換算値

参考）アンケートにおける平均世帯人員：3.18人/世帯



暖房および給湯需要ポテンシャル評価結果暖房および給湯需要ポテンシャル評価結果
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第第33章章 大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価 3,23,2需要ポテンシャル調査需要ポテンシャル調査

給湯給湯需要ポテンシャル評価結果需要ポテンシャル評価結果

暖房暖房需要ポテンシャル評価結果需要ポテンシャル評価結果

項目 単位 数値 備考

試算条件

1世帯あたりの1日の給湯量 L/日/世帯 412 浴槽溜め湯200L＋シャワー・洗面・炊事等70L/人×3.02人/世帯

湯温 ℃ 42 想定値

水温 ℃ 10 〃

1世帯あたりの1日の給湯熱量 kWh/日/世帯 15.4 上記値より算出

試算結果

年間給湯量合計 kL/年 678,908 1世帯あたりの1日の給湯量×合計世帯数換算値×365日/年÷1,000

年間給湯熱量合計 MWh/年 25,346 1世帯あたりの1日の給湯熱量×合計世帯数換算値×365日/年÷1,000

給湯需要ポテンシャル MWh/年 2,017 年間給湯熱量合計×温泉熱利用希望比率×給湯利用希望比率

補足）1世帯あたりの1日の給湯熱量＝1世帯あたりの1日の給湯量×（湯温－水温）×4,200J/kg/K×1kg/L÷3,600÷1,000

項目 単位 数値 備考

試算条件

熱損失係数（Q値） W/m2/K 4.0 昭和55年省エネルギー基準（旧基準）相当より

床面積 m2 150 アンケート調査結果に基づく平均値にて想定

暖房設定温度 ℃ 20

設計外気温 ℃ -10 最低外気温の想定値

暖房最大熱負荷 kW 18 Q値×床面積×（暖房設定温度－設計外気温）÷1,000

年間全負荷運転相当時間 h/年 1,000 想定値

試算結果

1世帯あたり年間暖房出力 kWh/年/世帯 18,000 暖房最大熱負荷×年間全負荷運転相当時間

年間暖房出力合計 MWh/年 81,324 1世帯あたり年間暖房出力×合計世帯数換算値÷1,000

暖房需要ポテンシャル MWh/年 24,159 年間暖房出力合計×温泉熱利用希望比率×暖房利用希望比率

補足）昭和55年以前に建てられた家屋が多いため，熱損失係数には昭和55年省エネルギー基準（旧基準）相当を用いております。



融雪および農業暖房需要ポテンシャル評価結果融雪および農業暖房需要ポテンシャル評価結果
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第第33章章 大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価 3,23,2需要ポテンシャル調査需要ポテンシャル調査

農業暖房農業暖房需要ポテンシャル評価結果需要ポテンシャル評価結果

融雪融雪需要ポテンシャル評価結果需要ポテンシャル評価結果

 項目 単位 数値 備考

試算条件

設計融雪熱負荷原単位 W/m2 200 概算値

融雪面積 m2 30 駐車場2台分程度を想定

融雪熱負荷 kW 6.0 設計融雪熱負荷原単位×融雪面積÷1,000

年間稼働時間 h/年 800 想定値

試算結果

1世帯あたり年間融雪出力 kWh/年/世帯 4,800 融雪熱負荷×年間稼働時間

年間融雪出力合計 MWh/年 21,686 1世帯あたり年間融雪出力×合計世帯数換算値÷1,000

融雪需要ポテンシャル MWh/年 8,425 年間融雪出力合計×温泉熱利用希望比率×融雪利用希望比率

 項目 単位 数値 備考

試算条件

設計暖房熱負荷原単位 W/m2 150 概算値

ハウス床面積 m2 100 1アール程度を想定

暖房熱負荷 kW 15 設計暖房熱負荷原単位×ハウス床面積÷1,000

年間稼働時間 h/年 2,000 想定値

試算結果

1世帯あたり年間暖房出力 kWh/年/世帯 30,000 暖房熱負荷×年間稼働時間

年間暖房出力合計 MWh/年 135,540 1世帯あたり年間暖房出力×合計世帯数換算値÷1,000

農業暖房需要ポテンシャル MWh/年 3,097 年間暖房出力合計×温泉熱利用希望比率×農業暖房利用希望比率



需要ポテンシャル評価結果のまとめ需要ポテンシャル評価結果のまとめ
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第第33章章 大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価 3,23,2需要ポテンシャル調査需要ポテンシャル調査

項目 単位 数値 備考

暖房需要ポテンシャル MWh/年 24,159 暖房需要ポテンシャル評価結果より

給湯需要ポテンシャル MWh/年 2,017 給湯需要ポテンシャル評価結果より

融雪需要ポテンシャル MWh/年 8,425 融雪需要ポテンシャル評価結果より

農業暖房需要ポテンシャル MWh/年 3,097 農業暖房需要ポテンシャル評価結果より

需要ポテンシャル合計 MWh/年 37,699 上記値の合計値

暖房暖房
（（64.1%64.1%））

融雪融雪
（（22.3%22.3%））

農業暖房農業暖房
（（8.2%8.2%））

給湯給湯
（（5.4%5.4%））

暖房暖房
（（64.1%64.1%））

融雪融雪
（（22.3%22.3%））

農業暖房農業暖房
（（8.2%8.2%））

給湯給湯
（（5.4%5.4%））

◆◆ 需要ポテンシャル評価結果需要ポテンシャル評価結果

需要ポテンシャルの合計（熱量換算需要ポテンシャルの合計（熱量換算

値）は，値）は，37,699MWh/37,699MWh/年年と推定されまと推定されま

す。す。

需要ポテンシャルが最も高いのが暖需要ポテンシャルが最も高いのが暖

房で全体の房で全体の64.1%64.1%を占め，次いで融を占め，次いで融

雪の雪の22.3%22.3%となっております。となっております。

給湯比率が小さいのは，アンケート給湯比率が小さいのは，アンケート

における温泉熱利用希望者の用途における温泉熱利用希望者の用途

別比率において，別比率において，10.1%10.1%と低かったと低かった

ことに起因しています。ことに起因しています。

◆◆ 需要ポテンシャル用途別比率需要ポテンシャル用途別比率



アンケート集計結果および温泉基本数値・カスケート利用についてアンケート集計結果および温泉基本数値・カスケート利用について
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第第33章章 大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価 3,33,3 供給ポテンシャル調査供給ポテンシャル調査

◆◆ アンケート集計結果におけるアンケート集計結果における
11日の平均使用時間について日の平均使用時間について

70 70 ℃℃供給温度供給温度

1,250 L/min1,250 L/min全供給量（冬期）全供給量（冬期）

850 L/min850 L/min全供給量（夏期）全供給量（夏期）

70 70 ℃℃供給温度供給温度

1,250 L/min1,250 L/min全供給量（冬期）全供給量（冬期）

850 L/min850 L/min全供給量（夏期）全供給量（夏期）

◆◆ 温泉基本数値について温泉基本数値について

配湯所（集中管理方式）配湯所（集中管理方式）

7070℃℃ 夏期夏期 ：： 800800～～900 L/min900 L/min
冬期冬期 ：： 1,2001,200～～1,300 L/min1,300 L/min

排排 水水

熱交換器熱交換器
給湯用温水（予熱含む）給湯用温水（予熱含む）

暖房用温水暖房用温水

浴用浴用

排熱回収型排熱回収型

ヒートポンプヒートポンプ

熱交換器熱交換器

給湯用温水給湯用温水

暖房用温水暖房用温水

冷房用冷水冷房用冷水

道路融雪道路融雪

屋根融雪屋根融雪

注記：図中温度は参考値注記：図中温度は参考値
◆◆ カスケード利用手法についてカスケード利用手法について

（注記）（注記）

現状主に，浴用利用後現状主に，浴用利用後

排水してるお湯を，左記排水してるお湯を，左記

カスケード利用により，カスケード利用により，

水道水とほぼ同じ温度レ水道水とほぼ同じ温度レ

ベルまで利用することをベルまで利用することを

想定し，供給ポテンシャ想定し，供給ポテンシャ

ルとして評価を行います。ルとして評価を行います。

7070℃℃

4343～～4545℃℃

3838～～4040℃℃

2525～～3030℃℃

1010～～1515℃℃

1日の平均使用時間

家庭 事業所 平均

暖房 10.6 h/日 11.6 h/日 11.1 h/日

給湯 6.0 h/日 7.2 h/日 6.6 h/日



供給ポテンシャル評価における稼働率想定供給ポテンシャル評価における稼働率想定
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第第33章章 大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価 3,33,3 供給ポテンシャル調査供給ポテンシャル調査

排排 水水

熱交換器熱交換器

浴用浴用

排熱回収型排熱回収型

ヒートポンプヒートポンプ

熱交換器熱交換器 融雪用温水融雪用温水

7070℃℃

4242℃℃

3535℃℃

2525℃℃

1515℃℃

配配 湯湯

排排 水水

熱交換器熱交換器 給湯用温水給湯用温水

浴用浴用

排熱回収型排熱回収型

ヒートポンプヒートポンプ 冷房用冷水冷房用冷水

給湯用温水給湯用温水

7070℃℃

4242℃℃

3535℃℃

3030℃℃

配配 湯湯

給湯稼働率を適用給湯稼働率を適用

（稼働率①：（稼働率①：27.5%27.5%））

熱量①として評価熱量①として評価

暖房稼働率を適用暖房稼働率を適用

（稼働率②：（稼働率②：46.3%46.3%））

熱量②として評価熱量②として評価

融雪稼働率を適用融雪稼働率を適用

（稼働率③：（稼働率③：13.7%13.7%））

熱量③として評価熱量③として評価

給湯用温水給湯用温水

暖房用温水暖房用温水

給湯用温水給湯用温水

暖房用温水暖房用温水

給湯稼働率を適用給湯稼働率を適用

（稼働率①：（稼働率①：27.5%27.5%））

熱量①として評価熱量①として評価

冷房稼働率を適用冷房稼働率を適用

（稼働率②：（稼働率②：14.0%14.0%））

熱量②として評価熱量②として評価

1日あたり 想定 合計 対象期間

稼働時間 稼働期間 稼働時間 稼働率

暖房 11.1 h/日 243 日 2,697 h 46.3 %

給湯 6.6 h/日 243 日 1,604 h 27.5 %

融雪 － － 800 h 13.7 %

1日あたり 想定 合計 対象期間

稼働時間 稼働期間 稼働時間 稼働率

冷房 6.6 h/日 62 日 409 h 14.0 %

給湯 6.6 h/日 122 日 805 h 27.5 %

冬期冬期の稼働率設定の稼働率設定 夏期夏期の稼働率設定の稼働率設定

◆◆ 冬期の用途別稼働率設定結果冬期の用途別稼働率設定結果

注記注記11））1010月～月～55月（全月（全243243日）を冬期と設定日）を冬期と設定
注記注記22）融雪年間稼働時間：一般値にて想定）融雪年間稼働時間：一般値にて想定

◆◆ 夏期の用途別稼働率設定結果夏期の用途別稼働率設定結果

注記注記11））66月～月～99月（全月（全122122日）を夏期と設定日）を夏期と設定
注記注記22）冷房）冷房11日あたり稼働時間：給湯時の排熱利用を想定し，給湯稼働時間に統一日あたり稼働時間：給湯時の排熱利用を想定し，給湯稼働時間に統一
注記注記33）冷房期間：）冷房期間：77月～月～88月（全月（全6262日）を想定日）を想定



供給ポテンシャル評価結果供給ポテンシャル評価結果
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第第33章章 大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価 3,33,3 供給ポテンシャル調査供給ポテンシャル調査

供給ポテンシャル評価結果（供給ポテンシャル評価結果（フル稼働想定フル稼働想定）） 供給ポテンシャル評価結果（供給ポテンシャル評価結果（稼働率考慮後稼働率考慮後））

項目 単位 夏期 冬期 備考

全供給量 L/min 850 1,250 現状値

対象期間 日 122 243 想定値

供給温度 ℃ 70 70 現状値

使用温度① ℃ 35 35 想定値

稼働率① % 27.5 27.5 給湯稼働率

熱量① MWh 1,677 4,912

使用温度② ℃ 30 25 想定値

稼働率② % 14.0 46.3 冷暖房稼働率

熱量② MWh 122 2,360

使用温度③ ℃ － 15 想定値

稼働率③ % － 13.7 融雪稼働率

熱量③ MWh － 700

熱量合計 MWh 1,799 7,972 熱量①～③

年間熱量合計 MWh/年 9,770

項目 単位 夏期 冬期 備考

全供給量 L/min 850 1250 現状値

供給温度 ℃ 70 70 〃

対象期間 日 120 245 想定値

使用温度 ℃ 15 15 〃

熱量合計 MWh 9,425 28,298

年間熱量合計 MWh/年 37,722

夏期・冬期を問わず，夏期・冬期を問わず，2424時間，時間，365365日フル日フル

稼働で，稼働で，7070℃℃で配湯されたお湯をで配湯されたお湯を1515℃℃までまで

通年使い続けることはあまりにも非現実的通年使い続けることはあまりにも非現実的

であるため，稼働率を考慮し，夏期と冬期でであるため，稼働率を考慮し，夏期と冬期で

最終使用温度を変更した評価結果を，右の最終使用温度を変更した評価結果を，右の

表に示します。表に示します。

稼働率考慮後の供給ポテンシャル（熱量稼働率考慮後の供給ポテンシャル（熱量

換算値）は，換算値）は，9,770MWh/9,770MWh/年年であり，需要ポであり，需要ポ

テンシャル（テンシャル（37,699MWh/37,699MWh/年）の年）の約約26%26%を占を占

めます。めます。



現状の温泉利用熱量の試算条件現状の温泉利用熱量の試算条件
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第第33章章 大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価 3,33,3 供給ポテンシャル調査供給ポテンシャル調査

◆◆アンケート集計結果における現在の温泉使用目的アンケート集計結果における現在の温泉使用目的についてについて

38 38 件件一般家庭供給一般家庭供給

6 6 件件普通供給普通供給

120 120 件件メーター確認件数メーター確認件数

124 124 件件合計合計

2 2 件件その他供給その他供給

78 78 件件補償供給補償供給

38 38 件件一般家庭供給一般家庭供給

6 6 件件普通供給普通供給

120 120 件件メーター確認件数メーター確認件数

124 124 件件合計合計

2 2 件件その他供給その他供給

78 78 件件補償供給補償供給

◆温泉配湯件数について◆温泉配湯件数について

100 100 件件
10 m3/10 m3/月月
家庭家庭

20 20 件件対象件数対象件数

388 m3/388 m3/月月引湯量引湯量

事業所事業所

100 100 件件
10 m3/10 m3/月月
家庭家庭

20 20 件件対象件数対象件数

388 m3/388 m3/月月引湯量引湯量

事業所事業所

◆引湯量について◆引湯量について

温泉 回答数

使用目的 家庭 事業所 合計

浴用 41 66.1 % 18 58.1 % 59 63.4 %

暖房 6 9.7 % 4 12.9 % 10 10.8 %

給湯 9 14.5 % 4 12.9 % 13 14.0 %

融雪 6 9.7 % 4 12.9 % 10 10.8 %

その他 0 0.0 % 1 3.2 % 1 1.1 %

合計 62 100.0 % 31 100.0 % 93 100.0 %

◆用途別年間稼働率設定結果について◆用途別年間稼働率設定結果について

1日あたり 想定 合計 年間

稼働時間 稼働期間 稼働時間 稼働率

浴用 3.3 h/日 365 日 1,205 h 13.8 %

暖房 11.1 h/日 243 日 2,697 h 30.8 %

給湯 3.3 h/日 365 日 1,205 h 13.8 %

融雪 － － 800 h 9.1 %

その他 13.0 h/日 243 日 3,159 h 36.1 %

※※ その他：ハウス農業利用等を想定その他：ハウス農業利用等を想定

※※ 引湯量：アンケート集計結果の平均値引湯量：アンケート集計結果の平均値



現状の温泉利用熱量の試算結果現状の温泉利用熱量の試算結果
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第第33章章 大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価 3,33,3 供給ポテンシャル調査供給ポテンシャル調査

項目 単位 家庭 事業所 備考

引湯量 m3/月 10 388 アンケート集計結果より

対象件数 件 100 20 ヒアリング値

供給温度 ℃ 70 70 〃

浴用使用温度 ℃ 42 42 想定値

暖房使用温度 ℃ 55 55 〃

給湯使用温度 ℃ 60 60 〃

融雪使用温度 ℃ 30 30 〃

その他使用温度 ℃ － 50 〃

浴用稼働率 % 13.8 13.8 アンケート集計結果より

暖房稼働率 % 30.8 30.8 〃

給湯稼働率 % 13.8 13.8 〃

融雪稼働率 % 9.1 9.1 一般値より想定

その他稼働率 % － 36.1 ハウス農業利用等を想定

浴用熱量 MWh 36 243 アンケート集計結果における現在の用途別温泉使用比率を考慮

暖房熱量 MWh 6 65 〃

給湯熱量 MWh 3 19 〃

融雪熱量 MWh 5 51 〃

その他熱量 MWh － 25 〃

熱量合計 MWh 50 403 上記熱量の合算値

年間熱量合計 MWh/年 453

現状の温泉利用熱量は現状の温泉利用熱量は453MWh/453MWh/年年と推定され，供給ポテンシャル（と推定され，供給ポテンシャル（9,770MWh/9,770MWh/年）の年）の約約4.6%4.6%
しか利用できていないと考えられます。しか利用できていないと考えられます。



温泉熱利用ポテンシャル評価結果温泉熱利用ポテンシャル評価結果
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第第33章章 大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価大鰐町の温泉熱利用ポテンシャル評価 3,3,44総合評価総合評価

供給ポテンシャル熱量は，需要ポテンシャル熱量の供給ポテンシャル熱量は，需要ポテンシャル熱量の約約
25.9%25.9%に相当すると考えられます。に相当すると考えられます。

また，現状温泉利用熱量は，供給ポテンシャル熱量のまた，現状温泉利用熱量は，供給ポテンシャル熱量の
約約4.6%4.6%しか利用できていないと推定されます。しか利用できていないと推定されます。

項目 数値

需要ポテンシャル熱量 37,699 MWh/年 100.0 % 385.9 %

供給ポテンシャル熱量 9,770 MWh/年 25.9 % 100.0 %

現状温泉利用熱量 453 MWh/年 1.2 % 4.6 %

◆◆ ジュール熱ジュール熱換算値換算値

◆◆ 原油原油換算値換算値

項目 数値

需要ポテンシャル 135,716 GJ/年

供給ポテンシャル 35,172 GJ/年

現状温泉熱利用量 1,631 GJ/年

項目 数値

需要ポテンシャル 3,544 kL/年

供給ポテンシャル 918 kL/年

現状温泉熱利用量 43 kL/年

項目 数値

需要ポテンシャル 17,718 缶/年

供給ポテンシャル 4,592 缶/年

現状温泉熱利用量 213 缶/年

項目 数値

需要ポテンシャル 9,306 t-CO2/年

供給ポテンシャル 2,412 t-CO2/年

現状温泉熱利用量 112 t-CO2/年

◆◆ 200L200Lドラム缶ドラム缶換算値換算値

◆◆ CO2CO2換算値換算値

◆◆ まとめまとめ



排湯熱利用融雪試験概要排湯熱利用融雪試験概要
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融雪範囲融雪範囲融雪範囲融雪範囲

FMFM

THTH--11

THTH--22

THTH--44
THTH--44

排湯熱回収用タンク排湯熱回収用タンク
（温泉熱交換器（温泉熱交換器 HEX20AHEX20A××44基）基）

融雪面積融雪面積 115m115m22

地域交流地域交流
センターセンター
鰐鰐comecome

排湯槽排湯槽

側側 溝溝

モニタリング装置モニタリング装置

2929℃℃
70L/min70L/min

2323℃℃

1515℃℃

2020℃℃

：： ポンプポンプ ：： 温度センサー温度センサー ：： 流量計流量計

THTH--33

THTH--44

路面構造

30mm

80mm

50mm
150mm

16A

捨コンクリート

押えコンクリート

アスファルト

（目的）（目的）
①温泉排湯の熱を利①温泉排湯の熱を利
用して、鰐用して、鰐comecome入口入口
の融雪を行ないます。の融雪を行ないます。
②排湯温度、循環温②排湯温度、循環温
度、流量のモニタリ度、流量のモニタリ
ングを行い省エネ効ングを行い省エネ効
果の検討を行ないま果の検討を行ないま
す。す。

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.1  4.1  排湯熱利用融雪（地域交流センター鰐排湯熱利用融雪（地域交流センター鰐comecome））



排湯熱利用融雪試験（施工状況）排湯熱利用融雪試験（施工状況）
3232

熱交換パイプ熱交換パイプ

熱交換設備熱交換設備

融雪状況融雪状況

排湯熱回収用タンク
(8m3)

熱交換パイプ(4基)

放熱管敷設状況放熱管敷設状況

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.1  4.1  排湯熱利用融雪（地域交流センター鰐排湯熱利用融雪（地域交流センター鰐comecome））



排湯熱利用融雪試験（モニタリングデータ）排湯熱利用融雪試験（モニタリングデータ）
3333

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.1  4.1  排湯熱利用融雪（地域交流センター鰐排湯熱利用融雪（地域交流センター鰐comecome））



排湯熱利用融雪試験（モニタリングデータまとめ）排湯熱利用融雪試験（モニタリングデータまとめ）
3434

--8.7KW8.7KW1010.6.6KWKW15.8KW15.8KW24.5KW24.5KW融雪面供給熱量融雪面供給熱量 （（AA））

排湯が無い場合排湯が無い場合

の平均の平均※※１１

排湯が有る場合排湯が有る場合

の平均の平均※※１１

3232

0.4KW0.4KW

2266..77℃℃

--

--

35.635.6℃℃

92.7W/m92.7W/m22

46.746.7㍑㍑/min/min

1212..99℃℃

1166..11℃℃

5050㍑㍑/min/min※※２２7070㍑㍑/min/min排湯量（平均値排湯量（平均値//１日）１日）

--0.4KW0.4KW0.4KW0.4KW循環ポンプ消費電力循環ポンプ消費電力 （（BB））

5.85.8℃℃28.828.8℃℃2323℃℃タンク内平均温度タンク内平均温度 THTH--44

--212140406161平均システム平均システムCOPCOP （（C)=C)=（（AA））//（（BB））

140140㍑㍑/min/min--排湯量（瞬時値）排湯量（瞬時値）

--7373WW/m/m22140W/m140W/m22213W/m2213W/m2単位融雪熱負荷単位融雪熱負荷

6.66.6℃℃

--23.323.3㍑㍑//minmin

--0.50.5℃℃

--0.60.6℃℃

差異差異

（実績（実績((排湯あり）排湯あり）

－設計）－設計）

46.746.7㍑㍑/min/min7070㍑㍑/min/min融雪面循環流量融雪面循環流量 FMFM

35.635.6℃℃2929℃℃排湯温度（平均）排湯温度（平均） THTH--33

19.19.44℃℃2020℃℃融雪面往（熱交換器出口）融雪面往（熱交換器出口） THTH--11

14.14.55℃℃1515℃℃融雪面戻（熱交換器入口）温度融雪面戻（熱交換器入口）温度 THTH--22

実績実績

設計値設計値項項 目目

※※１１ 排湯あり；モニタリングデータより排湯タンクに入る温度センサーのデータが排湯あり；モニタリングデータより排湯タンクに入る温度センサーのデータが3232℃℃以上の状態以上の状態

排湯なし；モニタリグデータより排湯タンクに入る温度センサーのデータが排湯なし；モニタリグデータより排湯タンクに入る温度センサーのデータが3232℃℃未満の状態未満の状態

※※２２ 排湯を全て排湯熱回収用タンクに入れることができなかったため、実際の温泉使用量との差異があります排湯を全て排湯熱回収用タンクに入れることができなかったため、実際の温泉使用量との差異があります。。

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.1  4.1  排湯熱利用融雪（地域交流センター鰐排湯熱利用融雪（地域交流センター鰐comecome））



排湯熱利用融雪試験（排湯熱利用融雪試験（融雪面供給熱量ならびに融雪融雪面供給熱量ならびに融雪COPCOP））
3535

排湯ありの条件排湯ありの条件

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.1  4.1  排湯熱利用融雪（地域交流センター鰐排湯熱利用融雪（地域交流センター鰐comecome））



排湯熱利用融雪試験（効果の検証と課題①）排湯熱利用融雪試験（効果の検証と課題①）
3636

①①××10001000／②／②332m332m22融雪可能面積融雪可能面積

②②158W/m158W/m22融雪単位熱負荷融雪単位熱負荷

2323℃℃排湯温度（熱交換後）排湯温度（熱交換後）

7070㍑㍑/min/min排湯量（平均値）排湯量（平均値）

①①52KW52KW融雪面供給熱量融雪面供給熱量

備考備考

150150㍑㍑/min/min融雪面循環流量融雪面循環流量

35.635.6℃℃排湯温度（平均）排湯温度（平均）

2020℃℃融雪面往（熱交換器出口）融雪面往（熱交換器出口）

1515℃℃融雪面戻（熱交換器入口）温度融雪面戻（熱交換器入口）温度

設計値設計値項項 目目

融雪効果を確認できたことから、実証試験データ及び下記条件より大鰐町地域交流センター鰐融雪効果を確認できたことから、実証試験データ及び下記条件より大鰐町地域交流センター鰐comecomeにおける排における排
湯熱利用融雪面積を算出しました。湯熱利用融雪面積を算出しました。

※※条件条件

条件１：保温性の高いタンクを設置します（外気の影響を少なくする）条件１：保温性の高いタンクを設置します（外気の影響を少なくする）

条件２：融雪制御装置を取付ける（降雪の無いときの運転を行わない→タンク内の排湯の温度低下を防ぐ）条件２：融雪制御装置を取付ける（降雪の無いときの運転を行わない→タンク内の排湯の温度低下を防ぐ）

条件２：排湯を全て排湯タンクに入ることとします（排湯量日平均条件２：排湯を全て排湯タンクに入ることとします（排湯量日平均5050㍑㍑/min/min→→7070㍑㍑/min/min））

条件３：融雪熱負荷を条件３：融雪熱負荷を158W/m158W/m22（弘前市気象データより算出）とします。（弘前市気象データより算出）とします。

条件４：条件４：35.635.6℃℃の排湯温度を排湯タンク内での排湯温度を排湯タンク内で2323℃℃まで熱交換により利用して融雪に使用します。まで熱交換により利用して融雪に使用します。

【【 大鰐町地域交流センター鰐大鰐町地域交流センター鰐comecomeにおけるシステムの再検討におけるシステムの再検討 】】

約約330m330m22のの
融雪が可能融雪が可能

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.1  4.1  排湯熱利用融雪（地域交流センター鰐排湯熱利用融雪（地域交流センター鰐comecome））



排湯熱利用融雪試験（効果の検証と課題②）排湯熱利用融雪試験（効果の検証と課題②）
3737

大鰐町地域交流センター鰐大鰐町地域交流センター鰐come come での温泉排湯熱利用融雪の効果として、排湯での温泉排湯熱利用融雪の効果として、排湯
温度温度35.635.6℃℃、日平均排湯量、日平均排湯量50 50 ㍑㍑/min /min を熱交換しておこなうを熱交換しておこなう115m115m22 の融雪シの融雪シ
ステムにおいて平均システムステムにおいて平均システムCOPCOP：：40 40 という。非常に省エネルギーな融雪シスという。非常に省エネルギーな融雪シス
テムを実証テムを実証しましたしました。。

排湯熱利用融雪面積排湯熱利用融雪面積115m115m22 の省エネ効果については、同性能の灯油ボイラをの省エネ効果については、同性能の灯油ボイラを
選定選定、、した場合、した場合、1 1 シーズン当たりの融雪運転時間をシーズン当たりの融雪運転時間を800 800 時間として換算すると時間として換算すると
約約1,400 1,400 ㍑㍑の灯油削減効果を排等熱利用融雪より得ることができの灯油削減効果を排等熱利用融雪より得ることができますます。。

本システムにおける本システムにおける導入導入課題としては、下記のとおり課題としては、下記のとおりですです。。
①① 熱交換器や循環ポンプ等を設置するスペースが必要と熱交換器や循環ポンプ等を設置するスペースが必要となりますなります。。
②② 排湯を排湯熱回収用タンク内に供給するための配管を新たに設ける必要が排湯を排湯熱回収用タンク内に供給するための配管を新たに設ける必要がある。ある。
③③ 融雪をおこなうために必要な湯量と温度が確保されていることが必要とな融雪をおこなうために必要な湯量と温度が確保されていることが必要となる。る。
④④ 排湯の凍結を防ぐため、保温性の高いタンクを設置することならびに配管内が排湯の凍結を防ぐため、保温性の高いタンクを設置することならびに配管内が
凍結しないようにする必要が凍結しないようにする必要があります。あります。

【【 排湯熱利用融雪まとめ排湯熱利用融雪まとめ 】】

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.1  4.1  排湯熱利用融雪（地域交流センター鰐排湯熱利用融雪（地域交流センター鰐comecome））



温泉熱利用暖房試験概要温泉熱利用暖房試験概要
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空調機空調機1F1Fロビーロビー

大鰐町中央公民館大鰐町中央公民館

公民館源泉公民館源泉

（目的）（目的）
①公民館源泉の温泉水の熱を利用して、公民館入口付①公民館源泉の温泉水の熱を利用して、公民館入口付
近の暖房を行う。近の暖房を行う。
②②11次側、次側、22次側の温度及び流量のモニタリングを行い、次側の温度及び流量のモニタリングを行い、
有効活用した場合の省エネ効果の検討を行う有効活用した場合の省エネ効果の検討を行う

ファンコイルユニット

源泉

熱交換器

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.4.2 2 温泉熱利用暖房（大鰐町中央公民館）温泉熱利用暖房（大鰐町中央公民館）

公民館源泉機械室公民館源泉機械室 大鰐町中央公民館大鰐町中央公民館

熱交換器熱交換器
ファンコイルユニットファンコイルユニット
暖房能力暖房能力 ：： 8.88.8kWkW

モニタリング装置モニタリング装置

：： ポンプポンプ ：： 温度センサー温度センサー ：： 流量計流量計

公民館源泉公民館源泉

6565℃℃ 30L/min30L/min

6161℃℃
放流放流 5050℃℃

5757℃℃

18L/min18L/min
温風温風

THTH--11

THTH--22 THTH--44

THTH--33

FMFM--11 FMFM--22

（ﾒｰｶｰｶﾀﾛｸﾞ値）（ﾒｰｶｰｶﾀﾛｸﾞ値）



温泉熱利用暖房（モニタリングデータ）温泉熱利用暖房（モニタリングデータ）
3939第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.4.2 2 温泉熱利用暖房（大鰐町中央公民館）温泉熱利用暖房（大鰐町中央公民館）



温泉熱利用暖房（温泉熱利用暖房（熱交換量熱交換量ととシステムシステムCOPCOP））
4040第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.4.2 2 温泉熱利用暖房（大鰐町中央公民館）温泉熱利用暖房（大鰐町中央公民館）



温泉熱利用暖房（モニタリングデータまとめ）温泉熱利用暖房（モニタリングデータまとめ）
4141

-0.23KW0.23KWFCU＋循環ポンプ消費電力 （B）

-0.9KW9.6KW10.5KW熱源：熱交換量

-0.4KW8.2KW8.8KW空調：熱交換量 （A）

-2.7

-1.4㍑/min

-3.2℃

-3.2℃

+1.1㍑/min
-1.8℃

-2.5℃

差異
（実績－設計）

31.1㍑/min30㍑/min熱源：流量 FM-1

16.6㍑/min18㍑/min空調：流量 FM-2

53.8℃57℃
空調：熱交換器出口温度 TH-4

（空調機入口温度）

46.8℃50℃
空調：熱交換器入口温度 TH-3

（空調機出口温度）

62.5℃65℃熱源：熱交換器入口温度 TH-1

35.538.3システムCOP （C）=（A）÷（B）

58.2℃60℃熱源：熱交換器出口温度 TH-2

実 績

（平均値）
設計値項 目

-0.23KW0.23KWFCU＋循環ポンプ消費電力 （B）

-0.9KW9.6KW10.5KW熱源：熱交換量

-0.4KW8.2KW8.8KW空調：熱交換量 （A）

-2.7

-1.4㍑/min

-3.2℃

-3.2℃

+1.1㍑/min
-1.8℃

-2.5℃

差異
（実績－設計）

31.1㍑/min30㍑/min熱源：流量 FM-1

16.6㍑/min18㍑/min空調：流量 FM-2

53.8℃57℃
空調：熱交換器出口温度 TH-4

（空調機入口温度）

46.8℃50℃
空調：熱交換器入口温度 TH-3

（空調機出口温度）

62.5℃65℃熱源：熱交換器入口温度 TH-1

35.538.3システムCOP （C）=（A）÷（B）

58.2℃60℃熱源：熱交換器出口温度 TH-2

実 績

（平均値）
設計値項 目

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.4.2 2 温泉熱利用暖房（大鰐町中央公民館）温泉熱利用暖房（大鰐町中央公民館）



温泉熱利用暖房（効果の検証と課題）温泉熱利用暖房（効果の検証と課題）
4242

大鰐中央公民館の温泉熱利用暖房における効果として、源泉温度大鰐中央公民館の温泉熱利用暖房における効果として、源泉温度62.562.5℃℃（→熱交換（→熱交換
後後58.258.2℃℃）・流量）・流量30 30 ㍑㍑/min /min を熱交換しておこなう空調システムにおいて、平均を熱交換しておこなう空調システムにおいて、平均
COP35.5 COP35.5 という、非常に省エネルギーな温泉熱利用暖房システムを実証という、非常に省エネルギーな温泉熱利用暖房システムを実証しましたしました。。

省エネ効果については、本試験データより得られた空調出力（省エネ効果については、本試験データより得られた空調出力（8.8KW8.8KW）と同等の石油）と同等の石油
ファンヒーターを選定した場合、ファンヒーターを選定した場合、1 1 シーズン当たりの暖房運転時間をシーズン当たりの暖房運転時間を1,800 1,800 時間と時間と
して換算するとして換算すると720 720 ㍑㍑の灯油削減効果を温泉熱利用空調より得ることができの灯油削減効果を温泉熱利用空調より得ることができますます。。

本システムにおける本システムにおける導入導入課題としては、下記のとおり課題としては、下記のとおりとなりとなりまｓまｓ。。
①① 現状の温泉温度・流量が浴用で充分の場合は、熱交換により温泉温度が低下するた現状の温泉温度・流量が浴用で充分の場合は、熱交換により温泉温度が低下するた
め温泉使用量が増加め温泉使用量が増加しますします。。
②② 温泉管から直接浴用に引湯している場合で、本システムで暖房を行なう場合は、温温泉管から直接浴用に引湯している場合で、本システムで暖房を行なう場合は、温
泉を常時引湯する必要があ泉を常時引湯する必要がありますります。。
③③ 温泉管から一度、貯湯タンクに入れて浴用で利用している場合は、タンク容量にも温泉管から一度、貯湯タンクに入れて浴用で利用している場合は、タンク容量にも
よりますが空調側との熱交換により貯湯タンク内の温度が低下するため注意が必要よりますが空調側との熱交換により貯湯タンク内の温度が低下するため注意が必要でで
すす。。
④④ 温泉を熱交換器に供給するための配管を新たに設ける必要があ温泉を熱交換器に供給するための配管を新たに設ける必要がありますります。。
⑤⑤ 熱交換器や循環ポンプ等を設置するスペースが必要と熱交換器や循環ポンプ等を設置するスペースが必要となりますなります。。

【【 温泉熱利用暖房まとめ温泉熱利用暖房まとめ 】】

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.4.2 2 温泉熱利用暖房（大鰐町中央公民館）温泉熱利用暖房（大鰐町中央公民館）



カスケード利用暖房試験概要カスケード利用暖房試験概要
4343

（カスケード利用とは？）（カスケード利用とは？）
温泉におけるカスケード利用とは、温泉の高い温度から低い温度まで、温泉の持ってい温泉におけるカスケード利用とは、温泉の高い温度から低い温度まで、温泉の持ってい
る熱エネルギーを順に、無駄なく利用するシステムる熱エネルギーを順に、無駄なく利用するシステムです。です。
（目的）（目的）
①温泉水を利用して、①温泉水を利用して、FCUFCUで館内で館内11階のスペースを暖房、階のスペースを暖房、FCUFCU熱交換後の温度低下した熱交換後の温度低下した
循環水をヒートポンプの熱源として循環水をヒートポンプの熱源として11階ホールの暖房に利用する。階ホールの暖房に利用する。
②②11次側、次側、22次側の温度及び流量のモニタリングを行い、カスケード方式における省エネ次側の温度及び流量のモニタリングを行い、カスケード方式における省エネ
効果の検討を行います。効果の検討を行います。

大鰐町総合福祉センター大鰐町総合福祉センター

熱交換設備熱交換設備

←熱交換器

ヒートポンプとファンコイルユニットヒートポンプとファンコイルユニット

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.34.3 カスケード利用カスケード利用（大鰐町（大鰐町総合福祉センター総合福祉センター））

総合福祉センター総合福祉センター
1F 1F ロビーロビー

温風温風

熱交換器熱交換器

ファンコイルユニットファンコイルユニット
暖房能力暖房能力 ：： 6.6.11kWkW

モニタリング装置モニタリング装置

：： ポンプポンプ ：： 温度センサー温度センサー ：： 流量計流量計

6565℃℃ 18L/min18L/min

5757℃℃
放流放流

2727℃℃

4545℃℃

8L/min8L/min
温風温風

総合福祉総合福祉
センターセンター
浴槽へ浴槽へ

既設温泉配管より既設温泉配管より

ヒートポンプヒートポンプ
暖房能力暖房能力 ：： 3.3.44kWkW

3434℃℃

温泉温泉

（ﾒｰｶｰｶﾀﾛｸ値）（ﾒｰｶｰｶﾀﾛｸ値）

（ﾒｰｶｰｶﾀﾛｸ値）（ﾒｰｶｰｶﾀﾛｸ値）

THTH--11

THTH--22

THTH--33

THTH--44

THTH--55
FMFM--11 FMFM--22



カスケード利用（モニタリングデータ）カスケード利用（モニタリングデータ）
4444

センサー取付不良による異常値平均値使用範囲

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.34.3 カスケード利用カスケード利用（大鰐町（大鰐町総合福祉センター総合福祉センター））



カスケード利用（カスケード利用（熱交換量熱交換量ととシステムシステムCOPCOP））
4545

COPCOP＝空調出力＝空調出力//消費電力消費電力

参考値参考値 エアコン：３～４エアコン：３～４

電気ヒーター：１電気ヒーター：１

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.34.3 カスケード利用カスケード利用（大鰐町（大鰐町総合福祉センター総合福祉センター））



カスケード利用（カスケード利用（モニタリングデータまとめ）モニタリングデータまとめ）
4646

--22..33℃℃24.724.7℃℃2727℃℃空調：熱交換器入口温度（ヒートポンプ出口温度）空調：熱交換器入口温度（ヒートポンプ出口温度）THTH--44

+0.3+0.34.64.64.34.3ヒートポンプユニットヒートポンプユニット システムシステムCOPCOP （（FF））==（（B)B)÷÷（（EE））

+0.7+0.710.310.39.69.6空調全体空調全体COPCOP （（GG））==（（（（AA）＋（）＋（BB））））÷÷（（（（CC）＋（）＋（EE））））

－－0.8KW0.8KW0.8KW0.8KWヒートポンプユニットヒートポンプユニット 消費電力消費電力 （（EE））

－－0.2KW0.2KW0.0.22KWKWファンコイルユニット＋ポンプファンコイルユニット＋ポンプ 消費電力消費電力 （（C)C)

+3.2+3.233.733.730.530.5ファンコイルユニットファンコイルユニット システムシステムCOPCOP （（DD））==（（AA））÷÷（（BB））

+0.2+0.2KWKW3.6KW3.6KW3.3.44KWKW空調：ヒートポンプユニット暖房熱量空調：ヒートポンプユニット暖房熱量 （（B)B)

--4.54.5℃℃2299..55℃℃3434℃℃空調：空調機出口（ヒートポンプ入口温度）空調：空調機出口（ヒートポンプ入口温度） THTH--55

+0.+0.66KWKW6.7KW6.7KW6.16.1KWKW空調：ファンコイルユニット熱交換量空調：ファンコイルユニット熱交換量 （（A)A)
+0.5+0.5㍑㍑/min/min

--4.04.0℃℃

--00.7.7㍑㍑/min/min
--5.5.44℃℃

--4.4.44℃℃

差異差異
（実績－設計）（実績－設計）

17.317.3㍑㍑/min/min1818㍑㍑/min/min熱源：流量熱源：流量 FMFM--11

8.8.55㍑㍑/min/min88㍑㍑/min/min空調：流量空調：流量 FMFM--22

41.041.0℃℃445.05.0℃℃空調：熱交換後出口温度（空調機入口温度）空調：熱交換後出口温度（空調機入口温度） THTH--33

60.660.6℃℃6565℃℃熱源：熱交換器入口温度熱源：熱交換器入口温度 THTH--11

5511.6.6℃℃5757℃℃熱源：熱交換器出口温度熱源：熱交換器出口温度 THTH--22

実実 績績

（平均値）（平均値）
設計値設計値項項 目目

--22..33℃℃24.724.7℃℃2727℃℃空調：熱交換器入口温度（ヒートポンプ出口温度）空調：熱交換器入口温度（ヒートポンプ出口温度）THTH--44

+0.3+0.34.64.64.34.3ヒートポンプユニットヒートポンプユニット システムシステムCOPCOP （（FF））==（（B)B)÷÷（（EE））

+0.7+0.710.310.39.69.6空調全体空調全体COPCOP （（GG））==（（（（AA）＋（）＋（BB））））÷÷（（（（CC）＋（）＋（EE））））

－－0.8KW0.8KW0.8KW0.8KWヒートポンプユニットヒートポンプユニット 消費電力消費電力 （（EE））

－－0.2KW0.2KW0.0.22KWKWファンコイルユニット＋ポンプファンコイルユニット＋ポンプ 消費電力消費電力 （（C)C)

+3.2+3.233.733.730.530.5ファンコイルユニットファンコイルユニット システムシステムCOPCOP （（DD））==（（AA））÷÷（（BB））

+0.2+0.2KWKW3.6KW3.6KW3.3.44KWKW空調：ヒートポンプユニット暖房熱量空調：ヒートポンプユニット暖房熱量 （（B)B)

--4.54.5℃℃2299..55℃℃3434℃℃空調：空調機出口（ヒートポンプ入口温度）空調：空調機出口（ヒートポンプ入口温度） THTH--55

+0.+0.66KWKW6.7KW6.7KW6.16.1KWKW空調：ファンコイルユニット熱交換量空調：ファンコイルユニット熱交換量 （（A)A)
+0.5+0.5㍑㍑/min/min

--4.04.0℃℃

--00.7.7㍑㍑/min/min
--5.5.44℃℃

--4.4.44℃℃

差異差異
（実績－設計）（実績－設計）

17.317.3㍑㍑/min/min1818㍑㍑/min/min熱源：流量熱源：流量 FMFM--11

8.8.55㍑㍑/min/min88㍑㍑/min/min空調：流量空調：流量 FMFM--22

41.041.0℃℃445.05.0℃℃空調：熱交換後出口温度（空調機入口温度）空調：熱交換後出口温度（空調機入口温度） THTH--33

60.660.6℃℃6565℃℃熱源：熱交換器入口温度熱源：熱交換器入口温度 THTH--11

5511.6.6℃℃5757℃℃熱源：熱交換器出口温度熱源：熱交換器出口温度 THTH--22

実実 績績

（平均値）（平均値）
設計値設計値項項 目目

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.34.3 カスケード利用カスケード利用（大鰐町（大鰐町総合福祉センター総合福祉センター））



カスケード利用（効果の検証と課題）カスケード利用（効果の検証と課題）
4747

大鰐総合福祉センターのカスケード利用空調における効果は、源泉温度大鰐総合福祉センターのカスケード利用空調における効果は、源泉温度60.660.6℃℃
（→熱交換後（→熱交換後551.61.6℃℃）流量）流量17.317.3㍑㍑/min/minを熱交換してファンコイルユニットさらを熱交換してファンコイルユニットさら
にヒートポンプの熱源として使用する空調システムにおいて、平均システムにヒートポンプの熱源として使用する空調システムにおいて、平均システム
CCOP10.3OP10.3という結果となりました。ファンコイルユニットとヒートポンプの利という結果となりました。ファンコイルユニットとヒートポンプの利
用において広い温度範囲で活用する省エネルギーなカスケード利用システムを実用において広い温度範囲で活用する省エネルギーなカスケード利用システムを実
証証しましたしました。。

省エネ効果については、本試験データより得られた空調出力（省エネ効果については、本試験データより得られた空調出力（10.3KW10.3KW）と同）と同
等の石油ファンヒーターを選定した場合、等の石油ファンヒーターを選定した場合、11シーズン当たりの暖房運転時間をシーズン当たりの暖房運転時間を
1,8001,800時間として換算すると時間として換算すると約約900900㍑㍑の灯油削減効果を得ることがの灯油削減効果を得ることが可能です。可能です。

【【 カスケード利用まとめ①カスケード利用まとめ① 】】

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.34.3 カスケード利用カスケード利用（大鰐（大鰐総合福祉センター総合福祉センター））



カスケード利用（効果の検証と課題）カスケード利用（効果の検証と課題）
4848

本システムにおける本システムにおける導入導入課題としては課題としては

①①現状の温泉温度・流量が浴用で充分の場合は、熱交換により温泉温度が低下す現状の温泉温度・流量が浴用で充分の場合は、熱交換により温泉温度が低下す
るため温泉使用量が増加るため温泉使用量が増加しますします。。

②②温泉管から直接浴用に引湯している場合で、本システムで暖房を行なう場合は、温泉管から直接浴用に引湯している場合で、本システムで暖房を行なう場合は、
温泉を常時利用する必要があ温泉を常時利用する必要があります。ります。

③③温泉管から一度、貯湯タンクに入れて浴用で利用している場合は、タンク容量温泉管から一度、貯湯タンクに入れて浴用で利用している場合は、タンク容量
にもよりますが空調側との熱交換により貯湯タンク内の温度が低下しますのでにもよりますが空調側との熱交換により貯湯タンク内の温度が低下しますので
導入の際は注意が必要導入の際は注意が必要となりますとなります。。

④④温泉を熱交換器するための配管を新たに設ける必要が温泉を熱交換器するための配管を新たに設ける必要がありますあります。。

⑤⑤熱交換器や循環ポンプ等を設置するスペースが必要熱交換器や循環ポンプ等を設置するスペースが必要ですです。。

【【 カスケード利用まとめ②カスケード利用まとめ② 】】

第第44章章 温泉熱利用設備の実証試験調査温泉熱利用設備の実証試験調査 4.34.3 カスケード利用カスケード利用（大鰐（大鰐総合福祉センター総合福祉センター））



システム検討の目的システム検討の目的
4949

実証試験で得られた結果およびアンケート結果をベースに、大鰐町内で温泉熱利用実証試験で得られた結果およびアンケート結果をベースに、大鰐町内で温泉熱利用
設備を導入する場合設備を導入する場合の下記項目のの下記項目のイニシャルコストおよびランニングコストイニシャルコストおよびランニングコストについてについて
の検討を行の検討を行う。システム規模はアンケート結果および現地調査結果に基づきう。システム規模はアンケート結果および現地調査結果に基づき少量の温少量の温
泉で、既設建物の大規模な改修や複雑な制御を必要とせず、温泉利用者のかたが温泉泉で、既設建物の大規模な改修や複雑な制御を必要とせず、温泉利用者のかたが温泉
熱利用設備を導入しやすい事例とし熱利用設備を導入しやすい事例としましたました。。
①温泉熱利用融雪①温泉熱利用融雪
②温泉排湯熱利用融雪②温泉排湯熱利用融雪
③温泉熱利用暖房③温泉熱利用暖房
④カスケード利用④カスケード利用

（（ランニングコスト算出の際の条件ランニングコスト算出の際の条件））
①温泉使用①温泉使用契約範囲内に温泉熱を活用することを想定しているため温泉使用料金は契約範囲内に温泉熱を活用することを想定しているため温泉使用料金は

ランニングコストには含まれないもランニングコストには含まれないものとしますのとします。。
②②大規模な建物の改修をおこなう必要がないこと大規模な建物の改修をおこなう必要がないこととしますとします。。
③③熱交換器や排湯熱回収用タンクを設置する場所があること熱交換器や排湯熱回収用タンクを設置する場所があることします。します。
④コストは入手可能な金額、土木ならびに配管工事費は概算としました。④コストは入手可能な金額、土木ならびに配管工事費は概算としました。

（その他注意事項）（その他注意事項）
現状の温泉温度・流量が浴用で充分の場合は、現状の温泉温度・流量が浴用で充分の場合は、熱利用により熱利用により温泉温度が低下するた温泉温度が低下するた

め温泉使用量が増加します。め温泉使用量が増加します。

第第55章章 温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討



温泉熱利用融雪の概要温泉熱利用融雪の概要
5050

温泉熱排湯熱利用融雪の検討条件温泉熱排湯熱利用融雪の検討条件

第第55章章 温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討 5.15.1 温泉熱利用融雪温泉熱利用融雪

融雪面積融雪面積 3030mm22

1515℃℃,13.5,13.5㍑㍑/min/min

2020℃℃

熱交換器熱交換器

6611℃℃
77L/minL/min

温泉温泉

浴槽浴槽
5151℃℃

融雪制御盤融雪制御盤 降雪センサー降雪センサー：： ポンプポンプ ：： 降雪センサー降雪センサー ：： 電動弁電動弁

 項　目 数　量
融雪使用時の温泉使用量 7.0
融雪運転時間 800
　　〃 48,000
1日当たりの温泉使用時間 356
　　〃  　　温泉使用量 2.5

分/日

m3/日

単　位
㍑/分
時間/ｼｰｽﾞﾝ[12月～3月中旬]
分/ｼｰｽﾞﾝ(12月～3月中旬）

本検討条件における温泉使用量本検討条件における温泉使用量



温泉熱利用融雪のシステム評価温泉熱利用融雪のシステム評価
5151

第第55章章 温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討 5.15.1 温泉熱利用融雪温泉熱利用融雪

◆概算イニシャルコスト及びランニングコスト

温泉熱利用方式 灯油ボイラ方式

(1) 概算イニシャルコスト
(2) 　舗装工事（温水配管工事含む） 円 500,000 500,000
(3) 　機器設備（熱交換器・ポンプ類） 円 400,000 420,000
(4) 　配管工事 円 200,000 100,000
(5)   融雪制御装置 円 150,000 - ボイラ方式:融雪制御装置内臓
(6) 　諸経費 円 220,000 204,000
(7) 　合計 円 1,470,000 1,224,000
(8) 年間ランニングコスト
(9) 　温泉使用料金 円 - - 契約済み（※1)

(10)    燃料消費量 L/h - 1.21
(11) 　使用電力（800時間） KWh 120 98.4 ポンプ動力
(12) 　燃料使用量 L - 968
(13) 　電力料金 円 2,707 2,220 22.56円/KWh（※2）
(14) 　燃料単価（灯油） 円 - 83
(15) 　燃料料金 円 - 80,344
(16) 　年間融雪ランニングコスト 円 2,707 82,564

円/m2 90 2,752 30m2
(17) 　指数表示 3% 100% 97%削減
(18) 環境性評価

(19) 　年間CO2発生量の合計 kg-CO2/年 45 2,457 年間 2,412kg削減

(20) 　指数表示 2% 100% 98%削減
(21) 10年後のトータルコスト 円 1,497,072 2,049,639
※1:温泉契約者が、契約範囲内で温泉を利用して融雪をおこなうものとしているため温泉使用料金は本試算に
　　は含まれません。
※2:従量電灯（120kWhをこえ300kWhまで）の料金単価
※2:電力料金における基本料金は、本設備のみを対象とするものではないため、本試算には含まれていません。

◆初期投資額回収年数(単純償却年数）について
数値

3.1年

◆水道を混合して温泉温度を下げている場合の水道削減効果
数値

61℃
51℃

336m3
74m3

初期投資額回収年数（単純償却年数）

備考

備考
費用

No.

項目

項目 単位

項目 備考

熱交換後温泉温度
温泉温度

本検討条件おける1シーズンあたりの温泉使用量
上記条件による水道削減効果（水温6℃として算出）

 

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

0 2 4 6 8 10

時間（年）

金
額

（
千

円
）

温泉熱利用方式

灯油ボイラ方式

灯油ボイラ方式との比較灯油ボイラ方式との比較

ランニングコストランニングコスト
：：97%97%削減削減

COCO22発生量発生量
：：98%98%削減削減

初期投資額回収年数初期投資額回収年数
：：3.13.1年年



温泉熱排湯熱利用融雪の概要温泉熱排湯熱利用融雪の概要
5252

温泉熱利用融雪の検討条件温泉熱利用融雪の検討条件

第第55章章 温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討 5.25.2 温泉排湯熱利用融雪温泉排湯熱利用融雪

本検討条件における温泉使用量本検討条件における温泉使用量

：： ポンプポンプ ：： 降雪センサー降雪センサー

排湯熱回収用タンク排湯熱回収用タンク
（温泉熱交換器（温泉熱交換器 HEX20AHEX20A××11基）基）

融雪面積融雪面積 3030mm22

建物建物

3737℃℃
77L/minL/min

2727℃℃

1515℃℃

2020℃℃

融雪制御盤融雪制御盤降雪センサー降雪センサー

13.513.5㍑㍑/min/min

 項　目 数　量
融雪をおこなうために必要な排湯量 7
　　　　　　〃　　　　　1日当たりの排湯量 2.5

単　位
㍑/分

m3/日



温泉熱排湯熱融雪のシステム評価温泉熱排湯熱融雪のシステム評価
5353

第第55章章 温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討 5.25.2 温泉排湯熱利用融雪温泉排湯熱利用融雪

灯油ボイラ方式との比較灯油ボイラ方式との比較

ランニングコストランニングコスト
：：97%97%削減削減

COCO2発生量発生量
：：98%98%削減削減

初期投資額回収年数初期投資額回収年数
：：3.63.6年年

排湯熱利用方式 灯油ボイラ方式

(1) 概算イニシャルコスト
(2) 　舗装工事（温水配管工事含む） 円 500,000 500,000
(3) 　機器設備（熱交換器・ポンプ類） 円 430,000 420,000
(4) 　配管工事 円 200,000 100,000
(5)   融雪制御装置 円 150,000 - ボイラ方式融雪制御装置内臓
(6) 　諸経費 円 226,000 204,000
(7) 　合計 円 1,506,000 1,224,000
(8) 年間ランニングコスト
(9) 　温泉使用料金 円 - - 契約済み（※1)

(10)   燃料消費量 L/h - 1.21
(11) 　使用電力（800時間） KWh 120 98.4 ポンプ動力
(12) 　燃料使用量 L - 968
(13) 　電力料金 円 2,707 2,220 22.56円/KWh（※）
(14) 　燃料単価（灯油） 円 - 83
(15) 　燃料料金 円 - 80,344
(16) 　年間融雪ランニングコスト 円 2,707 82,564

円/m2 90 2,752 30m2
(17) 　指数表示 3% 100% 97%削減
(18) 環境性評価

(19) 　年間CO2発生量の合計 kg-CO2/年 45 2,457 年間 2,412kg削減

(20) 　指数表示 2% 100% 98%削減
(21) 10年後のトータルコスト 円 1,533,072 2,049,639
※1:温泉契約者が、契約範囲内で温泉を利用して融雪をおこなうものとしているため温泉使用料金は本試算に
　　は含まれません。
※2:従量電灯（120kWhをこえ300kWhまで）の料金単価
※2:電力料金における基本料金は、本設備のみを対象とするものではないため、本試算には含まれていません。

◆初期投資額回収年数
数値

3.5年初期投資額回収年数（単純償却年数）

備考

備考
費用

No.

項目

項目 単位
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灯油ボイラ方式



温泉熱利用暖房の概要温泉熱利用暖房の概要
5454

温泉熱利用暖房の検討条件温泉熱利用暖房の検討条件

第第55章章 温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討 5.35.3 温泉熱利用暖房温泉熱利用暖房

本検討条件における温泉使用量本検討条件における温泉使用量

建物建物

熱交換器熱交換器

：： ポンプポンプ

6161℃℃ 55L/minL/min

5050℃℃

温泉温泉

4040℃℃

4747℃℃

77L/minL/min
温風温風

ファンコイルユニットファンコイルユニット
暖房能力暖房能力 ：： 3.33.3kWkW
ｺﾝｸﾘｰﾄ構造：約ｺﾝｸﾘｰﾄ構造：約1212畳畳

 項　目 数　量
空調使用時の温泉使用量 5.0
空調運転時間(利用率50%) 1,800
1日当たりの温泉使用量 3.6

時間/ｼｰｽﾞﾝ[11月～3月]

m
3
/日

単　位
㍑/分



温泉熱利用暖房のシステム評価温泉熱利用暖房のシステム評価
5555

第第55章章 温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討 5.35.3 温泉熱利用暖房温泉熱利用暖房

灯油ファンヒーター灯油ファンヒーター
方式との比較方式との比較

ランニングコストランニングコスト
：：93%93%削減削減

COCO22発生量発生量
：：96%96%削減削減

初期投資額回収年数初期投資額回収年数
：：10.610.6年年※※

（（※※2424時間空調により回収時間空調により回収
年数は短縮する）年数は短縮する）

◆概算イニシャルコスト及びランニングコスト

温泉熱利用方式 石油ﾌｧﾝﾋｰﾀｰ方式

(1) 概算イニシャルコスト
(2) 　機器設備（熱交換器・ポンプ類.FCU） 円 135,000 20,000
(3) 　配管工事※ 円 25,000
(4) 　諸経費 円 24,000 3,000
(5) 　合計 円 184,000 23,000
(6) 年間ランニングコスト
(7)    使用期間（11月～3月）×50%（稼働率） hr 1,800 1,800
(8)   温泉使用料金 円 - - 契約済み（※1)
(9)   燃料消費量 L/h - 0.10 カタログ平均値

(10) 　使用電力（1800時間） KWh 54 93.6
(11) 　燃料使用量 L - 172
(12) 　電力料金 円 1,218 2,112 22.56円/KWh（※）
(13) 　燃料単価（灯油） 円 - 83
(14) 　燃料料金 円 - 14,305
(15) 　年間ランニングコスト 円 1,218 16,417
(16) 　指数表示 7% 100% 93%削減
(17) 環境性評価

(18) 　年間CO2発生量の合計 kg-CO2/年 20 466 年間 446kg削減
(19) 　指数表示 4% 100% 96%削減
(20) 15年後のトータルコスト 円 202,274 269,250
※1:温泉契約者が、契約範囲内で温泉を利用して融]
　　は含まれません。
※2:従量電灯（120kWhをこえ300kWhまで）の料金単価
※2:電力料金における基本料金は、本設備のみを対象とするものではないため、本試算には含まれていません。

◆初期投資額回収年数
数値
10.6年

◆水道を混合して温泉温度を下げている場合の水道削減効果
数値

61℃
50℃

540m3

135m3上記条件による水道削減効果（水温6℃として算出）

熱交換後温泉温度
本検討条件おける1シーズンあたりの温泉使用量

項目 備考

温泉温度

初期投資額回収年数（単純償却年数）

備考

備考
費用

No.

項目

項目 単位
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温泉熱利用暖房

灯油ファンヒーター



カスケード利用暖房の概要カスケード利用暖房の概要
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カスケード利用の検討条件カスケード利用の検討条件

第第55章章 温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討 5.45.4 カスケード利用カスケード利用

本検討条件における温泉使用量本検討条件における温泉使用量

建物建物

温風温風

熱交換器熱交換器

ファンコイルユニットファンコイルユニット(FCU)(FCU)
暖房能力暖房能力 ：： 3.33.3kWkW

：： ポンプポンプ

6611℃℃ 55L/minL/min

5050℃℃浴用浴用 2828℃℃4400℃℃

4747℃、℃、77L/minL/min

温風温風

ヒートポンプヒートポンプ(HP)(HP)
暖房能力暖房能力 ：：4.44.4kWkW

3333℃℃

温泉温泉

融雪面積融雪面積 2020mm22

1515℃℃

2020℃℃

88㍑㍑/min/min

温泉排湯温泉排湯 3737℃℃ 55㍑㍑/min/min

放流放流
2222℃℃

浴槽浴槽

2424℃℃、、77㍑㍑/min/min （カスケード利用とは？）
温泉の高い温度から低い温

度まで、温泉の持っている熱
エネルギーを順に、無駄なく
利用するシステムです。

本検討条件では、浴用前の
温泉熱を利用した暖房＋排湯
熱を利用した融雪と暖房につ
いて検討しました。

項　目 数　量
温泉使用量 5
運転時間（利用率50%） 2,000
温泉使用量 4.0

㍑/分
時間/ｼｰｽﾞﾝ[11月中旬～3月]
m3/日

単　位



カスケード利用のシステム評価カスケード利用のシステム評価
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第第55章章 温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討 5.45.4 カスケード利用カスケード利用

灯油ファンヒーター、灯油灯油ファンヒーター、灯油
ボイラ融雪方式との比較ボイラ融雪方式との比較

ランニングコストランニングコスト
：：78%78%削減削減

COCO22発生量発生量
：：50%50%削減削減

初期投資額回収年数初期投資額回収年数
：：10.310.3年年※※

（（※※2424時間空調により回収時間空調により回収
年数は短縮する）年数は短縮する）

融雪：灯油ボイラ方式

空調：石油ﾌｧﾝﾋｰﾀｰ方式

(1) 概算イニシャルコスト
(2) 　舗装工事（温水配管工事含む） 円 396,000 396,000
(3) 　機器設備（熱交換器・ポンプ類） 円 560,000 336,000
(4) 　配管工事 円 200,000 100,000
(5) 　空調機 円 700,000 69,000 温泉熱：FCU,ヒートポンプ
(6) 　電気工事※ 円 100,000 50,000 石油ファンヒーター2台
(7) 　管理費 円 391,200 190,200
(8) 　合計 円 2,347,200 1,141,200
(9) 年間ランニングコスト（融雪）

(10)   燃料消費量 L/h - 1.21
(11) 　使用電力（800時間） KWh 120 98.4 ポンプ動力
(12) 　燃料使用量 L - 968
(13) 　電力料金 円 2,707 2,220 22.56円/KWh（※2）
(14) 　燃料単価（灯油） 円 - 83
(15) 　燃料料金 円 - 80,344
(16) 年間ランニングコスト（空調）
(17) 　 使用期間（11月～3月）×50%（稼働率） hr 4,000 2,000
(18) 　温泉使用量 円 - - 契約済み（※1)
(19)   燃料消費量 L/h - 0.34 カタログ平均値（3台分）
(20) 　使用電力（2000時間） KWh 5,600 312.0
(21) 　燃料使用量 L - 684
(22) 　電力料金 円 29,385 7,039 ※2
(23) 　燃料単価（灯油） 円 - 87
(24) 　燃料料金 円 - 59,508
(25) ランニングコスト評価
(26) 　年間ランニングコスト 円 32,092 149,111
(27) 　指数表示 22% 100% 78%削減
(28) 環境性評価
(29) 　年間CO2発生量の合計 kg-CO2/年 2,162 4,285 年間 2,123kg削減
(30) 　指数表示 50% 100% 50%削減
(20) 15年後のトータルコスト 円 2,828,583 3,377,859
※1:温泉契約者が、契約範囲内で温泉を利用して空調や融雪をおこなうものとしているため温泉使用料金は本試算に
　　は含まれません。
※2:従量電灯（120kWhをこえ300kWhまで）の料金単価
※2:電力料金における基本料金は、本設備のみを対象とするものではないため、本試算には含まれていません。

◆初期投資額回収年数
数値

10.3年初期投資額回収年数（単純償却年数）
備考

備考
費 用

No.

項目

項目 単位
カスケード利用方式

0
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1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

0 5 10 15

時間（年）

金
額

(千
円

）

カスケード利用

灯油ボイラ融雪、灯油ファンヒーター



カスケード利用導入条件カスケード利用導入条件
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第第55章章 温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討温泉熱利用設備導入にむけたシステムの検討 5.45.4 カスケード利用カスケード利用

排湯量（大）
（源泉かけ流し等による常時排湯が期待できる施設）

排湯熱利用最適施設 排湯熱利用有望施設

空調設備
稼働率（高）

空調設備
稼働率（低）

ｶｽｹｰﾄﾞ利用
最適施設

ｶｽｹｰﾄ゙ 利用
有望施設

空調設備
稼働率（高）

空調設備
稼働率（低）

ｶｽｹｰﾄ゙ 利用
有望施設

ｶｽｹｰﾄﾞ利用

検討施設

排湯槽あり 排湯槽なし

排湯熱およびカスケード利用の検討指針排湯熱およびカスケード利用の検討指針
「排湯量「排湯量((大大))の場合」の場合」

排湯量（中）

（1日に数回まとまった量の排湯が発生する施設）

排湯熱利用有望施設 排湯熱利用検討施設

空調設備
稼働率（高）

空調設備
稼働率（低）

ｶｽｹｰﾄﾞ利用
有望施設

ｶｽｹｰﾄﾞ利用
検討施設

空調設備
稼働率（高）

空調設備
稼働率（低）

ｶｽｹｰﾄﾞ利用
検討施設

ｶｽｹｰﾄﾞ利用
検討施設

排湯槽あり 排湯槽なし

排湯熱およびカスケード利用の検討指針排湯熱およびカスケード利用の検討指針
「排湯量「排湯量((中中))の場合」の場合」

排湯量（小）
（排湯発生回数および排湯量ともに少ない施設）

排湯熱利用およびｶｽｹｰﾄ利用困難施設

温泉（源泉）熱利用の検討に注力すべき施設

排湯熱およびカスケード利用の検討指針排湯熱およびカスケード利用の検討指針
「排湯量「排湯量((小小))の場合」の場合」

““カスケート利用カスケート利用””は、すべての施設で有効なものではなは、すべての施設で有効なものではな

く、ある条件が揃わない限り実現は困難となります。く、ある条件が揃わない限り実現は困難となります。
条件として、排湯量に注目した検討指針例を、（排湯量条件として、排湯量に注目した検討指針例を、（排湯量

「大」）、（排湯量「中」）、（排湯量「小」）に「大」）、（排湯量「中」）、（排湯量「小」）に示す。示す。

各条件より各条件より、排湯量が多く、既に排湯槽が存在し、空調、排湯量が多く、既に排湯槽が存在し、空調
設備稼働率の高い地域では、設備稼働率の高い地域では、““排湯熱利用排湯熱利用””およびおよび““カスケーカスケー
ト利用ト利用””に最適な施設と言えます。に最適な施設と言えます。



補助事業に関する動向調査①補助事業に関する動向調査①
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第第66章章 温泉熱利用をめぐる動向調査温泉熱利用をめぐる動向調査 6.16.1温泉熱利用をめぐる動向調査温泉熱利用をめぐる動向調査

政府の補助政策にも温泉熱等のクリーンな熱利用の拡大に対する補助事業が増政府の補助政策にも温泉熱等のクリーンな熱利用の拡大に対する補助事業が増
加傾向にあります。加傾向にあります。

( 1 ) 温泉施設における温暖化対策事業 

制度概要 温泉の熱や温泉付随ガスを活用した温暖化対策を行う事業者を支援し、対策の普

及を図ります。 

補助率 1/3 以内（ヒートポンプによる温泉熱の熱利用事業） 

1/2 以内（温泉付随ガスの熱利用事業および温泉付随ガスのコージェネレーシ

ョン事業） 

公募期間 平成 22 年度の場合：平成 22 年 8 月 25 日～10 月 25 日（2 次募集） 

予算 平成 22 年度の場合：0.5 億円 

実施機関 環境省 自然環境局 自然環境整備担当参事官室 

その他 ヒートポンプによる温泉熱の熱利用事業対象の条件：温泉水を熱源とする設備で

あること。加熱機能が 14 キロワット以上であること。 

最新情報 本事業は、平成 23 年度より“温泉エネルギー活用加速化事業”と名称を変更

し、平成 22 年度予算の 9 倍となる 4.5 億円を予算案としています。概要は、

ヒートポンプ等による温泉熱の熱利用等の温泉エネルギーを有効活用して、

CO2 の削減を図る事業者の取組に対して 1/3～1/2 補助を予定しています。 

資料：平成 23 年度地球温暖化対策関連予算案（エネルギー対策特別会計）の概

要，環境省，平成 22 年 12 月 24 日より 

 



補助事業に関する動向調査②補助事業に関する動向調査②
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第第66章章 温泉熱利用をめぐる動向調査温泉熱利用をめぐる動向調査 6.16.1温泉熱利用をめぐる動向調査温泉熱利用をめぐる動向調査

( 2 ) 住宅・建築物高効率エネルギーシステム導入促進事業 

制度概要 高効率エネルギーシステムを住宅・建築物に導入する場合、及びエネルギー設備

の最適な運用・管理を行うためのＢＥＭＳを導入する場合に、その費用の一部を

補助するものです。 

補助率 1/3 以内 

公募期間 平成 22 年度の場合：平成 22 年 4 月 2 日～5 月 11 日（住宅に係るもの） 

          平成 22 年 4 月 1 日～5 月 10 日（建築物に係るもの）

予算 平成 22 年度の場合：約 50 億円 

実施機関 (独)新エネルギー・産業技術総合開発機構 エネルギー対策推進部 

その他 地中熱や温泉排熱利用ヒートポンプへの補助実績は近年増加傾向にあります。 

 
( 3 ) エネルギー使用合理化事業者支援事業 

制度概要 事業者が計画した省エネルギーへの取り組みのうち、「技術の普及可能性・先端

性」、「省エネルギー効果」、「費用対効果」を踏まえて政策的意義の高いものと認

められる設備導入費について補助を行います。特に、先端的な設備・技術や中小

企業の取り組みに対する導入補助に重点を置くこととします。 

補助率 1/3 以内 

公募期間 平成 22 年度の場合：平成 22 年 3 月 26 日～4 月 27 日 

予算 平成 22 年度の場合：約 240 億円 

実施機関 (独)新エネルギー・産業技術総合開発機構 省エネルギー技術開発部 

 



補助事業に関する動向調査③補助事業に関する動向調査③
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第第66章章 温泉熱利用をめぐる動向調査温泉熱利用をめぐる動向調査 6.16.1温泉熱利用をめぐる動向調査温泉熱利用をめぐる動向調査

( 4 ) 新エネルギー等事業者支援対策事業 

制度概要 新エネルギー等導入事業を行う事業者に対し、事業費の一部に対する補助を行い

ます。 

補助率 1/3 以内 

公募期間 平成 22 年度の場合：平成 22 年 5 月 20 日～6 月 21 日 

予算 平成 22 年度の場合：約 359 億円 ※( 5 )と一部重複 

実施機関 一般社団法人新エネルギー導入促進協議会 

 

( 5 ) 新エネルギー等導入加速化支援対策事業〔地域新エネルギー等導入促進事業〕 

制度概要 地域における新エネルギー等の加速的促進を図ることを目的とし、地方公共団

体、非営利民間団体 及び 地方公共団体と連携して新エネルギー等導入事業を行

う民間事業者 が行う新エネルギー等設備導入事業の実施に必要な経費に対して

補助を行います。 

補助率 1/2 以内 

公募期間 平成 22 年度の場合：平成 22 年 5 月 20 日～6 月 21 日 

予算 平成 22 年度の場合：約 359 億円 ※( 4 )と一部重複 

実施機関 一般社団法人新エネルギー導入促進協議会 

 



補助事業に関する動向調査④補助事業に関する動向調査④
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第第66章章 温泉熱利用をめぐる動向調査温泉熱利用をめぐる動向調査 6.16.1温泉熱利用をめぐる動向調査温泉熱利用をめぐる動向調査

( 6 ) 温室効果ガス排出削減支援事業 

制度概要 省エネルギー効果が見込まれ、併せて CO2 排出削減量の算出・方法論に関する

計画を策定し、当該計画が新規の排出削減方法論の確立が見込まれる事業を予定

する省エネルギー設備・技術の導入を行う中小企業等に対して、CO2 排出削減

量の第三者認証を受けることを条件に、当該省エネルギー設備・技術の導入に必

要な費用の一部を補助するものです。 

補助率 1/2 以内あるいは 1/3 以内 

公募期間 平成 22 年度の場合：平成 22 年 6 月 23 日～7 月 26 日 

予算 平成 22 年度の場合：約 3.6 億円 

実施機関 (独)新エネルギー・産業技術総合開発機構 京都メカニズム事業推進部 

 

( 7 ) 温室効果ガスの自主削減目標設定に係る設備補助事業 

制度概要 温室効果ガスの排出削減に自主的・積極的に取り組もうとする事業者に対し、一

定量の排出削減約束と引換えに、省エネルギー等による CO2 排出抑制設備の整

備に対する補助金を交付することにより支援します。 

補助率 1/3 以内 

公募期間 平成 22 年度の場合：平成 22 年 3 月 2 日～4 月 20 日 

予算 平成 22 年度の場合：約 12 億円 

実施機関 環境省 地球環境局 地球温暖化対策課 市場メカニズム室 

 



補助事業に関する動向調査⑤補助事業に関する動向調査⑤
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第第66章章 温泉熱利用をめぐる動向調査温泉熱利用をめぐる動向調査 6.16.1温泉熱利用をめぐる動向調査温泉熱利用をめぐる動向調査

( 8 ) 地方公共団体対策技術率先導入補助事業 

制度概要 小規模な地方公共団体が、その所有する施設において、先端的な再生可能エネル

ギー・省エネルギー設備の率先的な導入を行う取組に対し支援します。 

補助率 1/2 以内 

公募期間 平成 22 年度の場合：平成 22 年 5 月 14 日～6 月 14 日（1 次公募） 

予算 平成 22 年度の場合：3.0 億円 

実施機関 環境省 地球環境局地球温暖化対策課 

その他 平成 22 年度は、4 次公募まで実施されました。 

 



湯沼温泉湯沼温泉 駒草荘駒草荘
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第第66章章 温泉熱利用をめぐる動向調査温泉熱利用をめぐる動向調査 6.26.2 先進地調査先進地調査

機械室概観機械室概観

山形県高畠町にある湯沼温泉駒草荘では、従来のボイラ方式山形県高畠町にある湯沼温泉駒草荘では、従来のボイラ方式
から温泉排熱を熱源としたから温泉排熱を熱源とした5050馬力の高温型水冷式ヒートポンプ馬力の高温型水冷式ヒートポンプ
への交換を行い源泉（源泉温度：約への交換を行い源泉（源泉温度：約3030℃℃）ならびに給湯の加温）ならびに給湯の加温
を行ってを行っていますいます。本施設の改修は環境省の。本施設の改修は環境省の『『二酸化炭素排出抑二酸化炭素排出抑
制対策事業費等補助金（制対策事業費等補助金（ 温泉施設における温暖化対策事業）温泉施設における温暖化対策事業）』』
という補助金（という補助金（1/31/3）を活用して既存施設の改修を）を活用して既存施設の改修を行ないまし行ないまし
たた。。

熱交換器熱交換器



登府屋旅館登府屋旅館
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第第66章章 温泉熱利用をめぐる動向調査温泉熱利用をめぐる動向調査 6.26.2 先進地調査先進地調査

登府屋旅館基礎データ登府屋旅館基礎データ
延べ床面積延べ床面積 1,600m1,600m22

源泉温度源泉温度 8080℃℃、、3535℃℃のの22種類種類
浴槽温度浴槽温度 4242℃℃
排湯温度排湯温度 4040℃℃（排湯槽到達時）（排湯槽到達時）
源泉湯量源泉湯量 8080㍑㍑/min/min
排湯湯量排湯湯量 4040㍑㍑/min/min
排湯熱利用システム機器：排湯熱利用システム機器：

ゼネラルヒートポンプ工業㈱製ゼネラルヒートポンプ工業㈱製
型式型式 ZHQZHQ--25W25d25W25d--RKRK--AA

登府屋旅館機械室登府屋旅館機械室
左：貯水タンク、右：ヒートポンプ左：貯水タンク、右：ヒートポンプ

登府屋旅館から排出される CO2 量（t/年） 

 設置前 設置後 差分 削減率 

電気事業者連合会排出量原単位 143 85 58 40.6% 

東北電力 CO2 排出量原単位 146 93 53 36.3% 

※計算の策定基礎となる係数値が異なるため、2 通りを掲載

※登府屋旅館提供資料より

電気と灯油の年間使用量の比較 

 設置前 設置後 差分 

灯油（㍑） 28,952 0 -28,952 ㍑

電気(KWh) 156,296 186,953 +30,657KWh

※登府屋旅館提供資料より 



温泉熱利用設備の導入促進にむけた方策温泉熱利用設備の導入促進にむけた方策(1)(1)
6666

第第77章章 温泉熱利用設備の導入促進に向けた方策温泉熱利用設備の導入促進に向けた方策

温泉熱利用施設の導入促進に向けた方策として、以下温泉熱利用施設の導入促進に向けた方策として、以下33項目について重点的に項目について重点的に取り組むこととします。取り組むこととします。

( 1 ) 大鰐町温泉熱利用ポテンシャル調査事業の町民への PR の実施 

背景 温泉熱を浴用以外（例えば冷暖房，給湯，融雪，ハウス農業など）に有効利

用する方法や導入費用、活用できる補助事業等を一般の方々は認識していな

いのが現状です。 

目的 温泉熱を有効活用する方法や導入費用、活用できる補助事業について、年に

2 回程度 町民の方々へ紹介し、温泉熱利用システムの有効性を十分に認知

してもらうことを目的とします。 

主な対象者 温泉使用者、温泉利用協同組合、温泉旅館組合、商工会 等 

主な PR 内容 ① 大鰐町温泉熱利用ポテンシャル評価結果の紹介 

② 温泉熱利用設備の実証試験調査結果の紹介 

③ 温泉熱利用設備導入に向けた最適システムの紹介（事業モデルでの概算

価格含む） 

④ 温泉熱に関する補助事業の紹介とその補助事業を活用した先進事例の紹

介 

その他 短期（1～3 年以内に実施）および継続的に実施する施策 

 

( 1 ) 大鰐町温泉熱利用ポテンシャル調査事業の町民への PR の実施 

( 2 ) 公共施設への温泉熱利用設備の率先導入 

( 3 ) 庁内関係課および青森県関係組織間の連携強化 

 



温泉熱利用設備の導入促進にむけた方策温泉熱利用設備の導入促進にむけた方策(2)(2)
6767

第第77章章 温泉熱利用設備の導入促進に向けた方策温泉熱利用設備の導入促進に向けた方策

( 2 ) 公共施設への温泉熱利用設備の率先導入 

背景 本事業で設置した実証試験施設は、試験終了後撤去が義務付けられており、

町民の方々への見学施設提供が今後必要となります。 

目的 町内での温泉熱利用システム率先導入施設として公共施設を活用し、町民の

方々への見学の場（実証施設）として位置付け、稼働データや省エネ・CO2

排出量削減効果などについて公表します。 

導入候補地 本事業で実際に実証試験を行った、以下 3 箇所を候補地とします。 

① 地域交流センター（鰐 come） 

② 大鰐町中央公民館 

③ 大鰐町総合福祉センター 

その他 導入の際には、補助事業を活用予定 

短期（1～3 年以内に実施）および継続的に実施する施策 

 

( 3 ) 庁内関係課および青森県関係組織間の連携強化 

役割内容① 

大鰐町温泉熱利用ポテンシャル調査事業の PR 活動 
企画観光課 

役割内容② 

温泉熱利用に関する補助事業の調査・企画・検討 
企画観光課、農林課 

役割内容③ 

青森県含めた関係課および団体等との調整・企画 
企画観光課、農林課 

役割内容④ 

公共施設への温泉熱利用システム率先導入の計画 
企画観光課 

役割内容⑤ 

温泉熱利用に関する相談窓口の設置 
企画観光課 


